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教育・研究行政

大政正隆
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林業試験場の研究の方向についていろいろの方面から注文を受けるが,これを抽象的に大別すると次の二つになる。
その一は,直ぐ、役に立つ研究をしてほしい。一寸した改良でもよろしいから目前に困難を感じていることを解決してほ
しい，というのである。その二は，試験場はじっくりと腰を落ちつけて基礎的な研究をしてほしい。日本の旅業を建直
すには些末な試験で終始していてはいけない,何力劃期的な研究を成しとげて林業を飛躍さしてもらいたい，というの
である。
全く矛盾するようなこの二つの注文も,林業の発展に寄与するような研究を進めてくれるようにという希望では一致
している。このような注文を受けることは誠にもつともなことであるし,私共研究機関にいるものには有難いことであ
る。林業試験場が林野庁という行政官庁に設置されていることを考えれば,試験場の研究成果が行政に反映し，直接又
は間接に,林業に貢溌Lなければならぬことぱい5までもない。私共はこらいう方向に研究を進めるように努めている
のであるが，世間には必ずしも,全部が全部，そうば受限られていないようである。
林業試験場の創設ほ遠く明治11年の昔にさかのぼる。今日まで半世紀以上の長期間にわたって成し遂げられた研究
は極めて多い。しかもそれが,どのくらい林業に寄与したか計り知ることのできないものがある｡諸先輩の苦心の跡を
かえり見るとき,た堂た堂，頭がさがるばかりである。それにもかかわらず，今日においても研究と行政との間に溝の
あることが嘆かれるのは，どこに原因があるのであろうか。
一部の人達は試験場の報告があまりに理論的,高踏的であるという。叉，報交が徒らに難解で読みづらいという。研
究員の普及に対する熱意がたりないともいう。反対に,人によっては行政を担当する人達が研究を顧みない，と嘆くの
である。息れ等の言葉は,それぞﾇ'l,,ある意味において正鵠を得たものであろうし，又われわれとしても，等閑に附し
てはならないことのように思われる。しかしながら，私は，もしも研究と行政との間にある種の間隔があったとすれ
ば，それは,もっと深いところに原因があるように思うのである。従来の行政は，どちらかといえば，助成行政乃至統
制行政であった。補助金にしても,､政策的に交付されることが多かった。そこにほ,技術，いいかえれば研究成果の取
り入れられる余地が極めて少なかったのである。更に,戦前のわが国は比較的森林資源に恵まれていたこと，木材価絡
が法外に低くかつたことも，研究が実際に取りいれられることを阻んでいたといえる。
今次の大戦後事情は一変した。徐為に普及行政に重点が移ろうとしている。森林資源の枯渇は森林培養の方面で新
らしい研究を切実に要望している｡又木材価絡の昂騰によって研究という投資をしてもよいだけの余地が生れてきた。
これからこそは,行政と研究は全く表裏一体の関係に諸かれなければならない。私共の努力もこの点に集中されている
といっても，言い過ぎではないであろう。

2

大学の研究と試験場の研究との間には，従来,観念的に一つの線茜謝されていた。即ち，大学では基礎研究を，試験
場では応用研究を行うというのである。この区別は，しかしながら，少し立入って考えると，極めて暖味なものであ
る。第一,基礎と応用の区別が頗る明確でない。林学がそもそも応用学である以上，大学で行われる基礎研究も試験場
で行われる応用研究も．具体的に研究内容を検討すると大した差がないのである。差をつけようという方が無理であ
る。それでは，両者の間に区別はないであろうか。私は漠然とこんなことを考えている。
戦後わが国に新らしい学制が施行された。この制度が将来も続く以上,大学は本来の使命の教育に益々力を注ぐよう
になるであろう。それも新らしい学制では教育一本という形になるであろう。それでは研究が大学から除かれるかと
いうと,そうは考えられない。大学院の教育は依然として研究が中心になると思われ為。叉，研究は今後分化の一途を
たどるであろうから,同一人で研究と教育が両立し得るのは大学院過程のみになるということも考えられる6
自然科学の発達はかなり眼覚しいものがあって，専門が益,々分化し,研究は極めて小さい専門に追いこまれようとし
ている。そこで，一つの現象を解明しようとすると,多数の研究者の協同ということが必要となってくる。従って林学
の研究等は試験場に任かされることが多くなるか,大学附置の新らし↓､研究所が誕生して研究専門の教授が置かれるこ
とになるであろう。、
私が敢てこのようなことを述べるのは，大学の研究を軽視するからでは毛頭ない。た箕,教育ということが非常に尊
い叉重大な任務と考えるからである。行政といい,研究といっても，これを運用するものは人である。将来わが国の林
学,林業を発展させるものは人の力である。私は教育を行政又は研究と同等もしくはそれ以上にも大切なことと思うの
である。教育によって将来の林業の発展の運命が決まるといっても過言ではないであろう。

3

機械なり,組織なりが完全にその機能を発揮するためには，その各部分が健全であって，しかも，各部分の活動が円
滑に連繋されるところにある。教育,研究，行政は，それぞれ，それ自体の使命をもっている。それ自体は完全な独立
体であって相犯すべきではない。しかし，これ等が互に協調し助け合ってこそ，各自の成果は益為昂揚されるのであ
る。私は三者が互に尊敬し，互に協調して日本の林業の発展に貢献することを望んで止まないのである。



アラスカの森林と樹類
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遠 藤隆

最近に於けるパルプ用材の急激な需要の増加に対し，

我が国の森林擬源からの供給の不足の一部芝カバー-す:ぺ

く外材，即ちアラス労の針葉樹材の輸入が各方面から要

望され,再びアラスカの森林について種生紹介されてき

ている。

叉一方この問題に関する日本側の切願に対し，アメリ

カ国務省から好意ある正式回答があり，このため調査団

の派避等にまで推進されてきており，一応アラスカ材輸

入の可能性についての詳細な打合せのため森林盗源総合

対策協議会の小林理事長，田中理蕊及び盗源調査会の安

芸博士が渡米し，ワシンI､ンに於てその実現に努力して

きた。

匡の糠な我が震林業界のみならず国家的問題の鱗と
なっているアラスカの森林及び樹木類について，ラ侍認の

湊考鰯によりその擬況を御参考に供し趣､。
1，アラスカの燕k

アラスカの面穫は586,400百平方哩（375,296千エー

カー),それは略々 合衆国土の5分の1，テキサス州の2
ﾉー
エ (錐者）林野庁指導部計画課

Fig.1
U

：
｡一

’

偶

FORESTZONE
OF

ALASKA

1949

KEY

画灘肯縦騨鯉"‘
麹閉纒誉識L蠅聡恩．
画認f瀧継3鍛鍵りり

昌鼬昌鼬盲
僅
喧

q 慰慰
副
到
の
。
．燕,臘錬輔 §§0

;溌
蝿

霊 錘f
屯
卓

０
曲

一己ユ
函
》
秘

‐
』
畷
、

耐‘

＝

伽伽』

燕穰証ぞ
＃

窪
口
望
口
臓 鞍識● 二勺（〈

p

瀞酊．
、

W

錨。 "

BRIsToLeps{
鷲

‐

5陣．

砿 可
＄
鼬

夕

S,CALE

i＝津----－署

0

4

－－－］、－－－．

釘



1

遠 藤：アラスカの森林と樹類 1

一

樹高100戸､.J60沢，置屋2～5眼以上にも達する”

東南アラスカは，極く小面積の農耕地を除けば殆ど森

林で，森林こそは経済的に最も重要なものであり，それ

らほ科学的な取扱をうけている。しかし実際に未だアラ

スカの木材利用工業は十分に発達していないため勝年伐

採量は,年成長量を下廻って利用されている程度であ
る。東南アラスカの燕盗源からは，少くとも年100万

砿以上の新聞用紙を生産し得る官助を有し，アラスカに

於ける製紙パルプコ蘂の発展が有望視されている。叉豊

富な水力を有し，年間総容愚が約100万馬力の出力をも

つもにそのが200ケ所以上も存在し,､木材工業の発達の

ためれらは有効に禾幅されている。

この外，沿岸林からは製材，杭丸太，柱，屋根板及び

合板用材等が供給されているb

（2）内陸林

内陸林の大部分は民間に公開された地帯(oPenpublic

dOmain)で，広大なアラスカの中央高原地帯を占めて

居り，主としてユ戸コン(YUKON)河，タナナ(TA-

NANA)河，カスコツクピム(KUSKOKWIM)河，マ

タヌスカ(MATANUSKA)河，スシトナ(SUSITNA)

河，クバー(COPPER)河3i誠及びクツク(COOK)湾

に注ぐも輝の緩斜地lこは最も良い森林が生静布してい

る。即ちアラスカ北方の中部地域に分布する立木地帯

で,描重ツンドラ帯まで拡がって居り，ホワイト・スプ

ノ咳一スとペーパー・バーチを主林木とし，承ルサム・ポ
紗

プラ(BALSAMPOPLAR)等を罐した料型を雄して

いるっ

年降水量は僅か7～20吋位で，冬期は寒く，長い夏の

期間には乾燥して，樹草類及び蒔苔類は燃え易い状態と

なり，山火事の危険にさらされ易く屡燕山火事を発生し

ている。

原生林の大部分は1898年のゴールドラッシュ以来開

拓され,焼払われて居り，その結果その跡地には二次林

が生立し'それが叉坪し山火事に見謡つｵ'森林は年蕊
莫大な災害を蒙ってきている。それ故，現在及び将来の

たあに山火事を出来るだげ早い期間に予防し，天然の植

生資源左保護することや合衆国を土に於ける広大な荒野

の風致美及び野生動物の保護をする必要にせまられた。

内務省の国土局(GENERALLANDOFFICE)では

1939年にアラスカに於て37,500弗の経擬で，火災院止

のための｡嬢関を設け,組織的防火事業に乗りだしてき

て居り，その漉動はその後益々増強されている。

中部アラスカの内蹴：を凝っている植生については未

だ十分調査されてはいないが，樹木のある地帯は約220

百万ｴー ｶー (大体340=師方哩)程及んで居り,実際

倍の広さである。

このアラスカ地方を覆っている植生は大体次の如き三

つの型に分類されている。

（1）濁議隊(COASTALFORESTS)

値）内睦休(INTERIORFORESTS)

（3）ツンドラ草瞬←樹木は殆ど生育していない剣滞

叉森林の分布;罐詮みると,Fig.1の如き林相図を以
－

て示されてい患。

(1)沿岸林
1

北蒋F洋に臨む沿岸林は，ウエスタン・ヘムロツク

(WESTERNHEMLOCK)とシトカ。スプルース

(SITKASPRUCE)を主獅にとする針鯏林で,謁撹

云官ンビア，オレゴン及びワシントン諸州の沿岸に沿っ

て北方に伸びてきて東南アラスカからクツク湾(COOK)

やコデアツク島}(KODIAK)にかけ約900哩の地域に

亘って分布している森林で，特に東南アラスカやプリン

ス。ウイリプム・サウンド地方(PRINCEWILLfAM

SOUND)に於ては優良な森林を形成している。

淵翁隊に於て経済的価値のある樹種ば，水際(tide

wat")から約1,500呪の輝高のところまで分布して

いる。しかし亜高山性の樹種は少くとも海抜高2,500沢

以上の高山に分布している。

気象侭比較的温暖で，平均年降水避40～160吋(加00～

4000細である。

この蔚霜アラスカの沿岸林の大部分は国有林が占めて

居り，その面積は約2,088万エーカーである。蔚薫アラ

スカの森休の7割のり､シガス(TONGASS)国有隊は樹

種捌爬みると略持次の如き割合で占められている。

ウエスタン･ヘムロツク

'(WESTERNIEMLOCK)73%

シ1,カ°スフ・ルース(SITKASPRUCE)21%

ウ｡エスタン・レッド。シ友一、

(WEsTERNREDcEDER)3%

アラスカ。シ〆－(ALASI"CEDER)3%

又プリンス・ウイリアム°サウンド地方に於けるチユカ

チ(CHUGACH)国有林を織成する職種についてば次の

如き割合となっている｡

ウエスタン・ヘムロツク65％
輪

シトカ・スプノレース 22％

ホワイト･スプルース(WHITESPRUCE)1%

コツトンウツド(COTTONWOOD)1%

ペーパ戸。パーチ(PAPERBIRCH)1%

この二yつの国有林における原生林の諒賓は約840億ボー

ド・フイーI、（約7艤石）と稚錠されて1‘,る。しかも，

それらの経潰林に於て取引の対象となる制分の成熟木は

ハー

《
】

’
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遠藤：アラスカの森林と樹類
一

に利用しうる樹木の生育1-2浜いる地域ほ80百万エーカ
戸と推測されている。

その内，ホワイト・スプルースとペーパー・バーチの

混交密陳が約26百万エーカーと推走されて居り，その

純分は最大直隆約24吋位の樹木が可放り密に坐青して
いる。ホワイト・スプルースの分布している傾斜面，特

に漸薗は一鐵匡濃鈍に適しタナナ奨谷には鍵場が開かれ
ている。混交密林のホワイト・・スプルースは，ブラツク

スプルースや屡鳧コツトンウツドを混交しているが一般

にスプルース認ま純林をなしている。そのブラック．ス

プルースは非常に成長の遅い織重である。

内陸称に於て主林木をなしているホワイ,､，スプルー

スとペーパー。（戸-チとは，いずれも地方産業用材,建

築用材,家具材，及び燃料として開禰地で必要とされる

多極の材を供給している。叉各地に散在している小製材

工場では，導水渠用,住宅用及びその他地場用材として

ホワイト・スプルースが製材されている。ぺ戸バー｡バ

ーチは疎林地帯に於ける優勢広葉樹で，起伏した段状地

や谷間の水はけのよい土地に非常によく生育分布してい

る。特にクツク湾に注ぐスシトナ河とマ次ヌスカ河の分

水嶺，一戸ン地区の中部，タブーナ河流域等に最も多く

みられる。しかし之等の樹種は直径18～20吋以上，樹

筒50～60眼にも及ぷことは稀で概して枝の多い樹型を

なしている。疎林地区は大体倭小なペーパー・パーチ，

ホワイト･スプルース，バルサム・ポプラ，及びアスペ

ン等力癒々 混交して，形成されてい為森林が｛礒的林租
である。

疎林地と混交密林との境界は明瞭でなく，一般に貧弱

な土錘のところや暴露されたところに於ては疎林をなし

ている。内陸林、樹木の生育限界は一般に低く，主なる

漢谷潅は海抜高500~'000狼の間であり，'跡の生育に
適しない様な地方に於ては樹木の生育限界は更に低b,と

ころである。

これらの総立木蓄積は，林木の生育している地域に対

し′稽為低めに1エーカー当り5へ〃コードとみて約5

億コード職55億石）と推算されている。

この外の中央高原地籍は種灸の植生をなして居り，前

記の森林を除けば広大な地域の，所謂草原帯で，下等な

草類，ツンドラ及び泥炭沼等の中に点灸と燦小な寸づ護
／

りのブラック･スプルース等が分布して榊燕繊轆と
しては全く佃植の錘い地帯である。アラスカは森林,草

生地,泥炭沼，ツンドラ帯等という種類の椛睦の異彩な
自然美を有し，各種の行遊地或は毛皮獣の凄息地として

全米に於ても非常な興味をもたれて居り，多くの人冷の

異常な人鉦を呼んでいる。尚これらの地方は又経済的条

件が許せば大規摸な畜産業の発展を促しうる豊富な飼料
をも供給し得る可能性を有している｡，

2．アラスカの樹木類
、

アラスカ地方に分布生育Lでいる主なる樹木類は大体

次の如く分類されている。以下その主要なる樹木につき
その擬約を記述する。

Ar.針鶏鋤填

アラスカに於ける裸子植物の内，針葉樹類に属するも

の侭次の二科である。、
Br.イチヰ科(TAXACEAE,Y道wfamilly)

BrZ･.マツ科(PINACEAE,Pinefamilly)

Br.この科に属する樹種はアラスカでは唯一種で，二

列針蕊をなし扇平で，尖端部は鋭角をなし樹脂分が乏し

い｡種子は，赤い果汁に富むコップ状の漿果に含まれ
る。

Br.PACIFICYEW(Taxusfrevifolia,Nutt.)

Yewは世界的に有名な樹で，このイチ手属は北米，

"II,北阿，函薯アジア，支那及び日本等の北半球の各
地に分布している。北米のミネソタ，アイダホ，カリフ

ォルニア，オレゴン，ワシントン，譜漬コロンビアの諸

ソ'順鼠ら東南アラスカの南部のケチカソ島，プリンス・オ

ブ°ウエルズ(PRmCEOFWALES)島地区に分布
している。

常緑樹，雌雄異株,枝は地上に届くほど垂れて居り，
樹高は一般に20～40次，窟径廻へ凪5吋に達する。こ

の属の内3種ガ靴米及びカナダ原産で，米国民の歴史と

密撰な関係があり，教会の庭には必ずこのyew'力植え

られている。漿果はサンゴ色で甘いので鳥に食べられぃ

その種子は烏によって散布される。

材は美しい木理詮なし，心材はバラ色であるが日光に

暴露しておくと段詩鈍い色となる。辺材は黄味を帯びて
いる。材は一般に硬く，丈夫電弾力性に富承，且腐朽し

難く，気乾材で1立方沢当43ポンドである。材の用途

は狭く，キャビネット，弓，カヌーの擢等の程度であ
る。叉一般にこの樹種は成長茜轌く，直径6吋で75～90

年生，］40へ245年生でやっと12へ20吋に達する程度で
ある。

Brr.マツ科に属する樹種は,7属エユ種の樹と1属2

種の潅木(Shrubs)とである。アラ暴力に於て最も大き

くなり，東南アラスカの森林の大部分識蘇成する樹臓鞍
：‘

含む最も重要なものである。

Cr.針葉を有し，且毬果をつける。

Dr癖勤一,T,ARTX厩一TAMAIAAK1種。
Dxr常緑樹

Er.二葉極で，葉鞘を有する。

－－．3j・一一・
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PINUS属一LODGEPOLEPINE1種。

Err.鉾蕊で，蕊儲を有しない。

EzZ-Fr.古い小枝の針葉の臓客した勤撒§粗1,,．

蚕r-Gr.針葉は鋭く尖って居り滋靭で，調丙を有しな
い。PICEA属一SPRUCEの3種。

GZ－丑r,針葉は4角形噛面）

職－Ir.針葉]/2吋以下の長さで，小漉こ毛力§ある。

PICEA風一BLACKSPRUCE1種。

Hz一I"．針葉蚫吋以上の長さで，4絃には毛溌無く，

葉なつぶすと悪臭がある。

PICEA属一･WHlTESPRUCE1種。

Hzr.針葉は平くった<，積反っている。

PICEA瞬一SITKASPRUCE1Z｡

Fr-GJr.針葉は束状で,柔らかく砿鰄でなく，短い葉

柄を有している。

TSUGA属一頚FMLOCKの2錘

GIr-Jr・針葉ほ2列状で扁平である。

TSuGA畷一-WESTERNHEMLOK1種。

Grr-Jrr.小枝のあらゆる側に下絢きに曲った針葉を有

している。

TSUGA属-MOUNTAINHEMLOK]種。

E"－亜Zr.古いJ綾の針麺蛎落した跡は粗く無い。

.ABmS属一IFIRの2種。

Frr-Kr.針葉の表裏ともに暗緑色。

ABmS属一ALPINEFIR1種｡′
F〃一Krr.針葉のま掴暗緑色,蕊菌銀白色。

ARmS属一PACIFICSILVERFIR1種。

BIz-Czr・鱗片葉で，羽状のJ枝につき穣果をつける。

CZZ-Lr.葉は鐸色，扁平で拡がってなく式【味のある
カーブ念している。7

TT1UJA属-WESTERNREDCEDER1種･

Czr-LJr.葉は暗青緑色，扇平で拡がって居り，その尖

．，端郷は先細にとがっている。

CHAMAECYPAR1S属一ALASKACEDER1種・

Czrr.鱗片葉で，漿果の内に種子を包含する。

JUNWERUS厩一JUNIPERの2種。

以上の15種がアラスカに於ける針蕊蛎であ為が，こ
れらの樹種の艤長の概略麩次に記述する。

B迩一Cr-Dr.TAMARAK(LariXlaricina,(Du

Roi)K.KoCh)

この樹種の分布は広く，ミネソタ，ヴイスコン，イリ

ノイ，インディアナ，ミシガン，オノ､イォ，ウェスト･

パーヂニア，ペンシルバニア，ニュー・ヨーク，ニュー

・イングランドの諸州からカナダ，及びアラスカの北極

圏”薗物限界地域にかけて分布生育している。アラスカ

1

に於ては内陸燕の北緯63～67度の間のタナナ河，ユー

コン河，カスコクピム河及びコユークツク河流域の水際

から4千次の獺茄笥の池或にまで生育分布している。

この樹種は叉別名イイスタン。ラーチ(EASTERN
LARCIp,アラスカ・ラーチ(ALASKALARC印と

も呼ばれ，バルサム｡ポプラ，ブラック・スプルース，

ハンノキ類(4LDERS),ﾔプーギ類(wILLoWs)及び
ヘムロツク，スプルース類と罐して内陸林の湿潤な土

地に生育しているのが禅園で，北極圏では散生し，嬢少

な樹型をなしている。

この樹はアラスカに於ける唯一の落葉針葉樹で，我が

国に鮭ける「カラマツ」と同属のもので，短枝の上に避

～20の短い叢状の葉をつける。根は浅く扇平な根系な

なしているので湿潤なスワンプ(SWAMP)地帯に生育
しているけれども，新鮮な水はけのよい土難のところ種

は最も成長が良好である。

材は気乾材で1立方沢当39ポンドで耐久力が強く，

土地に接触していても容易に腐朽し難いので枕木,柱，

続等に便つれる外,電柱,キャビネット，内部繊造用材
として利用されている。

街，同属のウエスタン°ラーチ(WESTERNLARCH,

Larixoccidentalis,Nuttall)は合衆国胆於ては画ツキ

ー山，カスケート山周辺のワシントン，剣､レゴン，アイ

ダ泰，モンタナ及び謎漬。戸ンビアの各州に分布してい

る。

Cz-Dzz-Er.LODGEPOLEPINE(PinusconWta,

Dougl.)

この樹種の分布地域は，南は北米，カリフォルニア，

．百ラド，メキシコ及び英張コロンビアの諸州から太平

津岸に潜って，東南アラスカに生育分布している。

針葉侭二葉で（時に三頚､束状（或は鍍状）をなし，

一葉鞘を有している。葉の長さ朧]‘－2吋。毬果の各鱗片

"の争部は聯冒あり,錘羊の間枝に毬果を残留する。
アラスカに於ける唯一種のマツ属(Pme)のもので，

樹高は20～40沢，直径6～12吋であり，時には大木と

なるが一般にアラスカでは羅小である。枝は地上に届く

ほど垂れて居り，泥鰐也や湖畔の段丘地に普通生育して

いる。

材は主として燃料であるが，叉枕木，支柱，建設費材

としても利扇されている。

Drr-EzrFr-Gr.PICEA属一SPRUCE

針葉は，尖端鋭く，硬く，葉の横断面は四角張ったも

のと平ぺつたいものとあり，葉身はやや反っていて，葉

柄を有してない。

スプルースやヘムロツクの載り枝は乾燥すると，バラ

｛

一

心_」
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遠 藤；アラスカの森林と樹類

Fig.2バラとその葉を1；繕する。（しかし葉の標本を作成する

ときは，鰭葉する前に麺間，切ったばかりの小枝を湯

につけておくとM罐することを予防しうる)。毬果は綴

して下向きに附く。

Fr-Gz-丑Iz-Ir・BLACKSPRUCE(Piceamanana,

.(Miller)Britton,Sterns&POggenberg)

この樹種の分布区域は非常に広く，ラプラダ，ニュー

・フアンドランド，ノバ°スコツチア，ニュー・イング

ランド，ニュー。ジェリー，ペンシルバニア諸州，アパ

ラチヤ山脈に沿ってウエス1,．バーヂニア，レーク・ス

テイトのミシガン，ヴイスコン，ミネソタ諸州，クエベ

ツク，オンタ･リオ及びマニトバから更に北へ，アラ猛力

の西癖にまで達している。アラスカに於ては，内陸林

‘に多く，ぺ戸リング海に注ぐタナナ河瀦鍼，クツク湾池

方に生育分布している。時に純林を形成しているが，一

般にアスペン，ウ蟻イ戸『－，アルダ戸，コットン･ウッド，｛
ミ

アツシユ(ASH),フアー(FIR),シダー(CEDER)の

類と混交している。合衆国に於てはスプルース林の内約

1割がこのブラック°スプルース種が占めている。

樹高100沢，蔵蚤2へ8沢にも大きくなるが,窪重は

30～50灰で，北極1坊では潅木状をなし，－禽般に15爽

位の樹高である。大体海抜高100～3,500沢①ところに分

布するが，アラスカに於ては2,000沢以上の地点に生育

している。氷気の多いところにもよく坐育する戦腫で，

泥炭地，スワンプ地帯,湖河岸に生育していちが,その

成長は甚だ悪い。概してこの職癒は成長ガ極く，直径1

～2吋になるのに75～100年もかかり，根が浅いので浅

い土錘の地区にも全青し,125-200年までは割合によく

成長する。1～2年生の稚樹はi識ｵ光を好まず，この樹種

’は一般に強い陰性で特に簡郵』に於ては甚だしい。そｵI叡

無この樹種は叉SWANPSPRUCE,BOGSPRUCEと

も呼ばれている。

材は，スプルースの内遥応最も意く1立方沢当33鑑

シド（気乾材）で，枕木，建設費材，造船用材及びパル

プ用材として使用されているが，‘径材であるた必利用

‘の範囲は比較的狭い。若木は最近クリスマス・トリ戸と

しての需要が増大してきている。叉この樹の樹脂液でチ

ユイン・"ムが製せらｵ1,る。

Fr-Gr-JIr-Irr.WHITESPRUCE(Piceaglauca,

(Mbench)Voss)

米国に於ける7種のスプル戸ス(BIack,Red,White,

Engelman,B1uevSitka,Weeping-Spruc匂の内，最も

広く分布する種類の一つで，略燕ブラック･スプルース

とその分布蛎或を同じくしている。アラスカに於ては，

北緯68度の地帯まで分布し，ユーコン河，コヤクツク

分布地域
ZWHITESPRUCEKBLACKSPRUCE"

0

i蔵X

、 瀞心
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河，匪繼ウナラクリーI、(unalakleet)地区，カスコム

ピム河".クパー河及びクツク湾等の内陸林に生育じてい

る。

湿気に富み水はけの良いポーラスな土鎚のところに最

も良く成長して居り，獺線から海抜高5000沢の剛域に

蓋で分布する。樹高は40～70沢,藍涯1~2沢に達す

るが，講蕊コロンごアやアルパー女地方に於ては最も大

きくなり，250~300年生で桜槁140沢,喧蓬4沢にも

なる。しかしアラスカに於ては一般に樹高30～50沢，

蔵至6～8吋で，騎笥，櫛奇80沢直径54吋謹吏のも

ので，海筬高2,3000沢の湖沼や河川の瀧或の清純に比

較的震少な樹型をなして分布している。一般にペーパー

･パーチと混交し，時に繩ﾎを形成している。チユガチ

国有林地区では水際によく生育分布している。

ホワイ1､｡スプルースの学名については,Piceaglauca

という学昔とPiceacanadensisとい5学者とあり，力

夫亥に於ては最も綴費的に鍾愛な樹種で，その大部分は

パルプ用材として利用されている。

ホワイト。スプルースは；レッド・スプルース(Red

sprUce,PiCearubens)よりは経済的価値は低い側れど

も同じ地域に分布坐青しているブラック・スプルー〆よ

り重要で，アラスカのSpruce-Birch林の主林木をなし

ている。アラスカの製材の大淵弱はこの水‘ワイト・スプ

ルースとシ1,カ．スプルースであり，アラスカの経済的

発展に大きな貢散をしてきている樹である。！

材は1気乾材で1立方沢当28ポンド，7種のスプル

ースの内で中位にあり，一般に獅反引上は特に他のスプ

ルース類と区別して扱われることはない。パルプ用材，

建設蓋材,内部橘豊材,楽器用材汝び箱材として利用さ
れている。全分布肖鰄に豆り，ホワイト・スプルースは

二
」
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〆

パルプ用材寺して年間200万コードも生産されている。

叉ホワイト・スプルースは薪材としても多鐘に鍵深され

ている。

Fz-Gr-HZr.SITKASPRUCE(Piceasichens",

(Bngard)Carrier6)

シトカLスプルースの学名についてほ，”92年，Aｴー

Ehib21dMenzi=がプケツ1,.サウンド(PugetSound)

で発見Eてﾒﾝヂｽ.スプルース(MEN事ESSPRUCE，
Piceamenziesii)として知られたけれども，オ鋤学者は

現在,地理的命名を適当とし,アラスカのシ1､力(SITKA)

近辺にこの密林があること力琵見されていたので，フラ

ンスの掴吻学昔のBongardはSITKASPRUCE,Picea

sitChengiSと名づけた。

シトカ・系ブルースは，言I畔球に分布する18種のモ

ミ(Picea)属のうちで最も大きくなる樹で，北米に於け

る6種のスプルースの内でも騎笥である。叉北米に於け

る最も成長の早い樹とじて，レッド・ウッド.(RED-

WOOD),ダグラス・ファ(DOUGLASFIR)と共に

有名である。樹高は100年生歪200沢になり，鏑葛280

沢にも達する樹がある。

その分布地区は，南はカリフォルニアから舞膜洋岸に

沿ってアラスカのコデアツク島(KODIAK)童で2,000

哩の広い地域に分布してい患。燐から海抜高3,000

眼のところ霞で分布しているが，主に1,500沢以下のと

ころによく生育している。

木懸零薫驚患樹:蹴蚤寵箪
Fig．3

国有林ではそｵ稗令きぐはならない魁グラシア・ベイ
(GIasiaBay)に良い生育をしている。

シトカ・スプルースはアラスカに於て最も価値のある

材であり，叉合衆国に於ても最も普通によく利用されて

いる。包装籍から調度品等に至るまであらゆる方面に使

われ，その識陰は特にパルプとして，太平洋岸に生育し

ている他の樹種の繊維に比べて最も優良なものと云われ

ている。叉アラスカに於けるスプルースは製材として大

量に地場消費に当てられて居り，アメリカ大陸及びその

他海外へも輸出されている。

材は，一般に強靭で，通直な木理をなしているが，時

に大木では樹幹に障害を起したり，耐腐れを起している

ことガ唾為.ある。叉開放地にある樹は風傷をうけ撚れた

木理をなすことがある。
F

気乾材で1立方沢当25ポンド，パルプ用材，飛行機

用材としで最も多く利用される外，家具，課鋸用秘建

築用勅及び箱材に使われているやこの材はアラスカに於

ける用澗生麗量の約4割を占め，その立木識溌は150億

～180億ボード･フィートと推定されている。

叉，このシトカ･スプンレースの合衆国に於ける立木蓄

積は70億ボード・フィート，譜頂試ロンピア置は150

億ホード・ブイ－1､と推定されている。北米大陸ではシ

トカ･スプルースはパルプ用材として毎年約11万コー

ド消費されている。

筒この樹は涙グラス・フアー，アルグー類(ALDER)

メープル類(MAPLE)コツトンウツド類(COTTON

WOOD)及び撒艤と混交して群生しているが,北部のア

ラスカに於ては一般に駒耐を形成し，或はウエス久ン。

ヘムロツクと混圭し，北極地方近くでは職く状をなして

いる。しかしこの樹は他の御璽と混交していてもその太

い幹と高い憩塙とは大円柱の如く非常に目立ち，なかな

か印象的な樹型をなしている。

この樹は，1805年にロシヤ人によって，小面徴では

ある漆，アリユーシヤン列鐵のウナラスカ(UNALAS-

KA)に適隊されて居り，すでに成長し謹果をつける程に

なっているが，惹木は凍結のために殆どみられない。

（未完）
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挿木の技術
．京都大学鱗師柴田'信男箸

優良苗木の生産の早道である挿木の技術について，
原理的条件を解明してあり，一読してこれ左での失
敗の経謝堤正できる。

、日本林業技術協会発行
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以上のように草の供給地である原野は高い重要性をも

っているのであるが，その経営は頗る粗放で放任的であ

り，農家はその場本位に，自己本位に，た壁諒奪のみを

繰返している現状なので草地は一途に荒廃するばかりで

ある。その顕著な事例は入会地において判然としてい

る。

このようにして我国P原野の多くは，た半え優良な草
生地であったものでも次第に地カガ猿えて，やがては不

良草や害草のみが優占し,ついには採草価値の低い荒廃

地として捨てられてしまうに至っている宥穣である。こ

のよ5な原野は我国では至るところに見受けられる。す

なおち窪地では草生密度が極めて低く，しかも草種は

一賎に優良草とよばれるものの混生が少<，従って営謹

価値が極めで抵い状態にある。しかしてその採取方法は

全然計画性がないので,至るところに障慧灘脚霞木及び墓
雲頚が叢生し，従らに利用面積を狭め，且一向にこれ等

の除去は行われていない。

力敵地は一応ｼﾉ翅の植生に安定しているものが多い
斌，このシバ型は草地の植生連続からみると最も後退的

な型であって，施業上特に注意を要するものである。し

かるにこのシバ型の原野にすら無計画な放駿が，なお行

われている所が往盈にして見受けられ，既にシバは消滅

して土壌を露田するに至っているか，またはマツムシサ

ウ，ワラピ等の悪草によって擬占せられてしまって著し

くその識曽が低下しているものさえ〃くない。

本邦の原野がこのような現状であって，しかも前述し

たように》草への依存鹿が年蒋高まっている今日，我々

農林関係者は従来軽視され勝ちであった原野に対して，

正しい認識と新しい知識とを把握して有利な原野経営の

ために力を注ぐこと蒟転めて重要であると考える。

さて原野を有利に経営するには先ず草地の集約利用と

いう4ことを考えねばならない。すなわち一定面稜からよ

り多くの草ら重量生産をあげ.より高い蛋白生産を得て
土地の完全利用を企図することが必要である。そのため

には従来の慣行方法を徹底的に再検討してその得失をよ
〃

く吟味し，施業上取捨選択を行うこと力妖切で，従らに

潰行に依存して進歩した技術から遠ざかる事がないよ5

厳に戒めなければならない。

林業識溌場では過去40数年来営為としてこの種の試

験研究を行噛うてきているが，これ等の試験成績をみる

と，原野の経営法を工夫敦善することによって容易に草

の生産量詮高め，蛋白麓を増加せ1_"得ることが明らか

にされている。その一，二の例を述べてみよう。

元来，草地といえぼ直ぐに無立木の開藷な草生地勃毒

えられ勝ちであるが，野草類は或る程度の庇蔭によって

成長が促進助長される事例が多い。草地に適度の庇蔭を

与えるといろいろの気候因子が調節され，殊に庇蔭物が
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我國の原野を語る

I

１
１
１

小 幡進，
Ⅱ

日本の原野は，林野総面積の1割強に当る280万町歩

（昭和23年林野庁編林野統計要覧による）にも及ん

でいるが，その利用は極めて粗放で′日本の狭少な国土

にとっては余りにも勿体なく，謂わぱ日本の土地生産業

の盲点とさえ思われる。

有利な原野の経営によって林業は勿論,農，畜産業の

発展に寄与するところ多く，国民経済に及ぼす好影響も〃

決して少<ないと思おｵしるが，とかく林業技術者にとっ

ては等閑視され勝ちであるように思われる。

敢てこ上に駄文を綴り，林業試験場で古くから調査研

究された成果を一応の基礎として原野経営の合理化につ

いての関心と認識とを促さんとするものである。

な鐺太稲は林業試験場経営部営農林牧野研究室井上技

官の協力に俟つところガ参い。井上技官に深く謝意を表

ず°

× ××

我国め農業経営は古くから原野と密接な関係があっ

て，原野は直接間接』農家の生活と密接不可分の立場に

あることは申すまでもない。すなわち農謝蝿の肥料原

料,勤は畜産経営上の粗飼料等はその大ﾐ陸原野から生
産される野草に求めている。更に近年有畜営盤法が有利

な農業経営の一方法として取上げられ，畜産十ケ年計画P

も軌道に乗りつLあるので，今後益玲草地麹有利'こ経営

するという問題を農，林，畜産の各関係者は’深く考究

しなければならないと思う。

昭和25年農林省統計調査部発表の林野の利用状況調

査報告によれば，内地における全農家の実に80～87％

が採草を行っていて，その採草箇所は刈り易いという点

から畦畔の依存度は林野の依燕度よりも遥かに高い。し

かも現在以上に草を必要とする農家(現在の経営規模に

対して）は，内地でば全農家数の50％という高率を示

している。

ロー
「

L

夕

《
』

L

(譲者）林業試験場経営部長

－－－－7－
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小 幡：我国の原野を語る

樹木である場合は，草類との間に相互に有棲的な作用がに較べて澱粉価において約’､8倍，可消化純蛋白愛は約

おきて一層その効果が顕著にあら2つれる。2．5倍を示している。特にここで強調し度いのはハギ類

故大迫氏は庇蔭物としてカラマツを使用して試験されの利用ということを従来あまりにも忘れられていること

た結果，適度の庇蔭地ほ無庇蔭地に較べて生重致においである。ハギ類は樹葉の営養価値においては麩の蛋白薮

て85矛,伸長度において36％の増となることを明らに腫敵し,樹勢は強く適地性が広く,蒋艫野のように
かにされている。また草類の含水量は庇蔭地のものは71比較的酸性が強くてしかも燐酸の欠乏した土壌にもよく

％,無庇蔭地のものは64％で,庇蔭地の草類は乾草歩生育し，連年適当な施業を行え槻Ⅸ繊麓も多く，またマ

止りこ/そ低いが非常に柔軟であって,絶対収獄が遥に多メ科植物として土壌を肥培する等,その効果は極めて大
いことが明らかにされた。なおカラマツの樹冠の垂直投きいものがある。林業試験場で行った試験では1反歩当

影面穣が32.4％を示した年次力罎も草痩の収穫輝署り100本のﾔﾏﾊギを植栽し，5ケ年間の草類及祇樹葉
く，従ってカラマツ庇蔭樹はこの程度の庇蔭度勃錨度での合計麓の平均をみると，不植栽地に比較して澱粉価腫

あると思われる。おいては1.4倍,可消化蛋白量は2.0倍，生軍政は1.7

このように庇蔭樹の造成によつ1冒率は成長を助長さ倍を示している。更に植栽本数を増すことによって蛋白
れることが判ったが,その原因は気象的な諸因子の外に鐙を高めることができる。従来は東北地方の馬産地の一

樹木による土壌の理化学性の良化という事が考えられ部,或は砂防造林用としてのみ利用されていたハギ類を

る。そこで庇蔭樹としていろいろの樹種を坂入れ,亡長期原野改良のために広範囲にとり入れるべきであろう。

間に亘って試験した結果,樹種によつだ効果に著しい差草生改良法の一手段として欧米では早くから河水また

異があることが判った。すな稔らマメ科，カパノキ科のは人工潅漉によって草類の生育左助長して生産激の増加
ように根部が菌と共撰するよう･な樹種では特にその効果を図っている。殊に近年潅概草地の経営が著しく進歩政

が著しく，草の生重麓は無庇蔭地に較べて，トケナシニ善されて来ているようであるが，一方我国では長野采や

セアカシヤ植栽地は78％，ヤマハンノキ植栽地は83％山梨県の一部を除いては，ほとんど何等の改善も行われ
の増収を示している。これ等の樹種は俗に肥料木，或はていない現状である。適当な潅水が植物の成長を促進助

肥培樹と呼ばれているが，このような改良法は既に古く長することは，既に鍔鈍，果樹園等においてその事例
から取上げらｵl疾行されている所もある。すなわち林業が多く，また比較的高い溺既水の水温や太陽光線の副射

試験場の罐では，ネムノキ，ハンノキ等を使用して草、熱を利用すること等によって冬期の蝉､地温はよく調節，

地の集約利用に努力した結果，附近の開諮草地に比較しせられ，その結果草提を保護して萠芽を促進することが

て2倍前後の収穫麓をあげた箇所もあり，また最も優良できる。称業試験場で調査した結果によると，潅溌は効

な箇所置は実に4倍以上の生草の収穫を得てぃ悪所もあ果動遜速にあらわれるから水利の便利な地帯では進んで
る。それでこの種の改良方法を今一度荒廃しつつある原実行するのが得策である。

野に活用することも大切であると思う。次に従来農家が行っている採草の憤行についてその得

原野の草生改良の目標は勿論草類の成長な促進して霊失を検討すると，先ず第一に火入，すなわち畷焼の慣習

鼓収繊を大きくすることにあるのほい弓焦で焔ないが，が問題である｡火入は結局農家の採草法が極めて粗放で

た蛍単にそれだけに止つては充分とはいい熱､。ことにあって，便利でしかも草生が良好な箇所のみを採草する
-本邦原野の草種の構成状態を見ると，蛋白質の比較的少ため，毎年採草しない箇所は雑潅木力蕊茂して，採草が

い粗剛なイネ移偉類が多く，営養価の高い寺メ科草類は困難となるたあ一度糎雑潅木等の採草障害物を除去する
極く僅かしか混生していないのでこのような原野に対しために行う場合力参いであろうが，火入れの影響は特殊

ては人工的に営錐価を附加し，更I逗草生をも改良する方な環境を除いては一般的には土壌や草生に悪影響を及ぽ

法が考究されなければならない。即ち飼料木を造成してすことが多い。更に説明すれば,草生地の火入の可否に

原野の立体的な利用法を考慮することが先ず必要であついては，その土遮の立地条件や気象条件等力珠きく影

る。この方法は植生連続の面から考えても漸進的な連瀧饗す為ので一嬢には結論出来ないが,本邦原野のよぅに

を促進するものであり，合理的な経営法であるというこ概して乾燥池籏多く，しかも有機質に乏しい草地では火

とができる｡林業試験場ではトケナシニセア力茨ﾔ類．入は決して好結果を斎らさない。これについて当場の茨

オホシマザクラ，ヤマハギ，等2，3の樹種でこの試験城縦下の試験地で行つだ試験結果を参考ま置に申し加え

を行い多くの成果を収逸た。すなわちトケナシニセア殉、ると，火入れを行うと草類の生産麓は漸次減退し，火入

シヤの場合は，草類及び樹藥の合計において，無立木地回数の多い‘ほどその傾向が顕著である。“頁中段へ）
ゆ
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この近来珍しい価綴変動は特に東京市場において品不

足の著しかった小角類，機，糎木類に顕薪に表ｵつれ長I0

尺物の4割8分の値上りの如きは業界専門業者すらその

前途を危倶した＄のであるが，その後の需要は依然衰え

ていない点から見てこれら樹材種の需給関係の逼迫が起

りつ坐あることを注視せねばならぬのである。

この東京市場における需給関係は必然的に生産地立木

価絡に影響莚及ぼし,，生産地価格も箸るしく上昇してき

た。而もこの際ある程度地方別価格差が調整されて来た

ことも亦見逃がしてばなら麺塞である。

実例を挙げるならば,従来憩圃丘県が高く，九州四国鰯

方面の立木価格と3割の差があるといわれていたが，最

近九州四国の製材品は何れも4割方上昇しバランスがと

られつLある。勿論沖繩輸出の刺激も見逃し難いもので

あるが，東京木材業者が製品値巾の少い東j鯵腫方依存主

義を捨て坐，関西市場を超えて九州四国に進路を拓いた

のがその最大原因であらう。

価格上昇の原因は

前述のように,.東京市場で価絡上昇の尤も著しいもの

は小角,機,樺木類でありダ経済原則に従ｼって罷薄のた

めの震動と簡単に片付けられない問題を含んでいる。即

ちこれらの製品が少鱈kから取材されるものであるだげ
に特に注視を要するのである。

先づ第一にこｵ跡森林法の伐採調整の結果によって現

、一＝字一言一関＝二二一一_＝●一一一・一b記一幸一再ユーー一一一尾一生－，、0－－－．

木 材市況の概況
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森林法改正実施後の木材需給関係は,独り木材業關係

者のみならず林業界全般として注視していた．ものであ

る。一般に伐採調整がその影響を現わすのは本年下半期

であろうと予想されていたが，最近の市況その他から見

てこの問題は色燕な角度から検討する必要が認められる

段階となったようである。この動きを主として東京木材

市場を通じて概説して見た1,,．

薯しい価格変動

太年7月以降の木材価綴の値上りは著しいものがあ

り，最近書って見ないものである。東京木材問屋協同組
合の調査によれば主要樹材種は次の数字を示している。

‐
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同調査は東京木材協同組合が毎月7日深川木場市場卸売仲値を調査したもの
本年1月以降材価ぼ寧ろ下降状態を示していたものであるが，6月以降特定樹材種を除き2副～4割以上

備考1．
2．

の値上り麹示してい愚。

3．前提の樹材種は謡面から見て特に問題となるべ談ものを採り上げた。

われたものかどうか。木材業亮からほまだその声は上つしたのがその原因だとい'っている。而しその裏に筆者ば
ていな',､。単に資金難のため山手当が遅れ,生産が激少矢張り間識勺な栽淋法の影響を認めざるを得ない。それ

－はこ訓ら;材種の主凌生産地は何財1，も咋竿末笈遥に所謂

僅謬鋤日本木材協会常務理事‘‘見越し伐採,,を行った結果,製品は市場に大愈入荷し’、
､一-．－9．－－－



吉田：木材市況の概況

本年初珍からの材価低調の重要な原因となっているから
である。即ち伐採が主として小琵木に集中されたため立

木価柊は必要以上に上昇し，_且つ1月から6月遙材価が

下落したため生産地の予定した盗金は篭的に少いのみな

らず，回収力辮し<遅れ，山手当をなし得なかったと考
えられる。

最近消費地業者が生産地に照合した所から見ても，例

年通りの盗材手当を行っているのは四国，徳島那賀川流

噂域，愛媛，高知の一部丈けであり，紀州，三重方面は例

年の50％，最も遅れているのは岩手方面で各製材工場
は平均2ケ月分の手当しかないといっている。

林野庁の用材生産遼調査によってもどの点は明白で，

年末在荷は前年の2000万石を500万石上廻る数字であ
り，且』つ生産獄は例年4月から上昇カーブ差辿るに拘ら

ず本年は4月以降も'6月迄上昇を示していないこどがこ

れを証してい為。

この過渡的変則的な事情が需要の追随するか否やを考

慮せずして材価を吊り上げた原因と見るべきであるが，

最近に至って漸く価絡上昇も弱化1-ﾉ市場は暫く擬言いを
示すものと考えられる。

次ぎに将来の木材価緒の在り方に対する業界の考え方

が問題となるべきであろう。価絡上昇はあり乍ら実際の
市場における荷動きはそれ程活溌でなく，且つ資金回収

は依然として低調である。本年7月～9月の東京都内入

荷量は次の数宇設示している。

昭和27年7月～‘9月都内入術斌調査
（東京営林局）単位素材換算石

000石で，昨年1ケ月平均290,000石から見れぼ約10

％以上増加している｡東京都の製材識中三多脅鈍方を

除げば調11木場を中心として顔助馬力識約7,000馬力，

月間原木所郵匙は約200,000石と称せられ，これを上廻

、る数字を示しているのである。生産地においてすら素材
久手難が叫ばれている今日，この数字も亦矛盾の如く感
ぜられる。

睦〕最近東京における原木市売には埼玉祭飯能方面の製

材業者力推出し小丸太を買い集め，叉素材の比較的豊

富な九州方面から群馬県への移入が行われている等の

事実は全国の木材交流の点から注視する必要がある。

しかし東京都内入荷量の内容を検討する場合輸入材の

問題永浮び上りその全設に及ぼす影響を考慮せねばなら
ないの種ある。この3ヶ月間の東京輸入満入緬は

灘雲}瀧繍窪‘"‘ゞ
で，総ｽ諭量の27％という高率を占めており.，これが

広葉樹の市場価格と需給雁及ぼす影響は極めて大きい。

而も7月から運賃は急激に下落して遂に4B.m.,13ドル

の値が出るに至ってこの傾向は更に重大化した。即ちラ

ワン材と共に，広葉筒の代表樹種たる北海道産ナラは素

材製材共石当り・500円程度の値下りとなり，広葉樹業界

は苦境に追いこまれ，その後ラワン材に対する輸入資金

の受付艤止（8月16日）等の挺子入れ的条件はあった

力乗淀復調の域に達せず,針銅勘製材が平均30％の上

昇を示しているに反しダ3月に比較す-れぱ8％の下落を

来たしているのである。この針葉樹と広葉樹との著しい

アンバランスを如何にして調整するか,今後の木材需給

上の大きな問題となるべきものである。合板或は輸出吋

板の不振等に対する対策が必要であると共に，この先決

条件として広紫樹新利用面の開拓ということ蓮採り上げ

ねばならぬと考える。

凸

《
】
「
』
■

月別｜素材｜製材｜計
229,700E
254,857

226,196

710,753

236,918

534,57鋲
656,501

637,967

1,829,047

609,682

7“,279石
911j358

8“,163

2,539,800

846,600

7．月

8月

9月

計

1ケ月平均

《
』

この錠字はN棒1ヶ月平均入荷獄素材換算石数902，、木材謡合の見壷L
◆

000石と比較すれば6％減であるが,この入禰量で且つ 曄年木材需給面に大きな衝動を与えたのはパルプ材の
ス膿ツクガ錨加しつ上あることは需要の旺盛でないこと進出であった｡本年度に入ってこの事情は一変し,パル
を示していると共に’一応需給のバランスがとれているプ業者はその宝庫ともいうべき北海道においてすら殆人
の感を与えている｡而も凋価の上昇蓮示して来たのは一ど立木貴付を行っていない｡随って今期はバﾙプ材と坑
見矛盾の如く感ぜられるのであるが，そこにも森林法の木或いは一般材との競合は考えられない状態にある。然
影響が必ず近い将来にあるのだという生産地,箔費地をし乍ら来年のバルブ賓材を目当てとして冬山の買付が行
通じての観念が鋤われ，こ上に木材相場の底間いもの物§われることを予想ぜねばならず，昨年度の見越し伐採に
認められる6一般経済事情によってのみ左右されぬ木材よる増伐澱もこの下半期の生産減のため消化される時期
の最近の状態は確かに注擬せねばならぬものである。であるので，来年3月以降の木材需要期に如何なる状況

素材入荷量と輸入材を示すかを考える必要がある。

前記のようにこの3ヶ月間の素材久荷堂は平均237，パルプ用材，坑木の生産及び需要は計画通りに進めら

-10-
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吉 田：木材市況の概況
抄

れて鎧り，問題となるのは一般用材であろう。年度始めが樹種目雌二繧度の不均衡を来たしていあ現在の状況を

に湖待された行政協定関係の軍調達用材及び電源開発等緩和し，材価の適正な安定化を来すものであろう。

基幹産業推進のための需要は今期迄にほ大きな需要は起その他現在生産黄金及び商業資金の逼迫に悩んでいる

らないものと考えられ，現在の所予備隊の建設関係に業木材業界にと‘つ鵜て電力，造船,土建方面に礎先資金が注

界は注目している。（北海道においてこの傾向は特に顕入される場合は，木材に対する麦掻条件も緩和されこの

箸でヱゾーマツ等針葉樹は広葉樹の不況にも拘らず強調で盗金の余裕力§生産を増加するに役立つであろうと考えて

あるのはこの関係が原因と察せられる）又一般建築材にいる向もある。結局業界全般として森林法によ.る伐採調

ついては差し当って特に業界な刺激する材料なく大きな整の結果を把握1_得ず，叉有効需要の数競も予知し兼ね

消長はないと考えられるので,従来の材価はその時期に－る現状においては一部特定地方電需給関係の逼迫或ぃは
も急昇せず，只消喪地としては成可く需要度の高い適材．特定樹種の不足は考えられるが,現在と差程謹化のない

の集荷に努力せんとの意向力親われている。叉この方法状態が当分続くものと予測している。

（8頁よりつ壁く）‘も含有しているが，漸次減少して9月には4％前後に落

しかして毒頻は連年減少し'植生は後進蠅な“を示しちる。また生韓は渚琴から次第に,上昇ﾙ莚8侭下旬か
て草生密度は粗となり，次第に表土を露出するに到る｡しら9月上旬頃が最も高く，6月上旬の2倍強を示し，以

かも土壌溝造も認上し'地力の減耗が著しく現ｵつれる｡も後漸減して10月下旬には6月上旬の1．6倍前後とな

っとも火入の際，枯草の燃焼によって生ずる灰分は肥料る。なお草勢維持力lごしづいては現在試験続行中であるが

として有用ではあるが，その鐘は少愛なのでj肥料分とし予備試験の結果では最も悪影響を及ぼす採草時期は，穂

ては論ずるに足りないし，また火入れによ‘る害虫の駆除孕中と春季萠芽中であり，影響の少いのは結実中及び以

効果も微為たるものである。ただ潅木の抑圧は絶滅する後,穂孕前の二期である。

ことはできないが，或る程度の効果は認ぬられる。以上の諸条件を考慮すると関東地方では7月中旬が一

以上の成果を総合､ずれば火入は回数の多いぼどその害応適期と推定される。勿論採草の時簿は天候や労力の配

が甚だしく，利点としては一時的に雑潅木の繁茂を或程分等によっても考慮されねばならないが,現在の我国の

度抑圧する事だけである。ただ，火入の影響は降水麓の慣行よりは早期に刈取遼行うこと添必護である。

多い地帯では悪影響が比較的少<，従？て前にも述べた’また昨年来朝したダツ1､ソ氏(米国林野庁牧野経営部

ように必ずしも劉一的な断定を下すことはできないと恩長）の勧告文にもあるよう､に，乾草を収穫する時期に天

5が，一般的には火入の慣行を禁止して常に計･画的な刈候に窓れない地帯ではエンシレージ(ensilagdにする

私や堀取左実行し或は薬品等によって漸次雑潅木を除去ことも一方法と思う。

することが望ましいのである｡×××@

次に採草時期について言及したい。採草時期は一般に 以上いろいろの試験結果に基いて意見を申述べたが，

非常に遅れて諮り，既に開花結実した姑草同穣なものを農,林,畜産等の各関係者各位は更にこれ等を検討,吟
採取している場合が，多く見受けられる。また刈取後の味せられ，我国のﾌ麿大な原野が無駄なく有利な経営に政
処理も風雨に曝らして営養分を徒らに7ﾗ罐せしめている善されるユ5種極的な努力を結集されんこと左深く望ん
ことが多1,,．含有蛋白壁の点からみると，春季には12％でこの柵の結び．とする。

i食

《
」

一ー

一

I

航空写眞撮影の計画実施

森林偵察

航測による地形図，施業図，計画図等の作製

測量成果品の精度分析

測量機械の紹介斡旋

測量に関する相談質疑

等凡そ森林測量に関する事は何事でも測避指導部に御相談下さい

日林協測量指導部

、
。
～

、

皇一一一一
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第1表全国木炭生産量（府県局，調査量）

単位千屯給
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鍵
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１
１
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150
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山下正'丈ｰ〃一一■ー＝~＝5一

101502111140

111731881108
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‘126924189
2243181174

,31882031107

下期|',239!,2341'91A(1,185)

本年度は，およそ2,000=臓荏の木炭が生産消費される

と見込まれてきているが，この需給と価格の逓兄に関連

して，少し<述べてみたいと思う。因に，各都道府県及

び営淋局似下)部長,局と云う｡）が調査した本年度の

識推定量は次の通りである。

上期下期計

千屯千屯千屯，

生産798.5］.,184.9.1,983.4

消費789.8ユ,193.91，983.7

構盤柵{灘1撫鰯
1．生産状況

木炭統制解除後の第2年度であった前年度の生産は，

別表1に示すように，府県，局調で2,131千屯に達し，
￥

昭和9～11年度平均の2,187千屯に迫る。戦後の最高を

記録した。これは，盤山村労務の増加したところえ，別

図中段に見るような価絡の夏高に鰯られ，加うるに森林

球の改正が心理的に作用して，比較的早期から且rつ豊富

な原木手当が行われた事楕に最も強く影響さｵ1挺と見ら

れ，もし，冬に向って裾物価格が下落しなかったなら，

更に増産が可能な気配であった。

この前年度に比較すると』本年度の上期は，価絡の夏

安推移とともに，各月生産量の前年度対比が，4月の102

％から．…8月の86％と次第に下降しているが，上期

の合計として，年淀当初の府県，局推篭澱より上廻り，

前年度上期より約6％減の，845千屯程度が生産されそ

うである。な話，下期の生産庭ついては，一部の産地に

原木の稽渇が云われ，又今夏童での価絡の下蓉雲饗し

たと伝えられ,築窯，入山が緩慢な橡子もあるようだ

が，労務,資金，昨今の価格,農作の豊凶，森林法の影

響その他の情報も併せ，全般的に勘考すると，順次活況

を呈して#鱈な実綴な挙げ，結局，本年度生産量とし

て，おそらく2,000千屯台が出るのではないかと思われ

る。

2．消蓋の傾向と需給の均衡

０
９
凸
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
日
６
日
日
日
■
８
９
勺
■
日
日
■
１
０
日

2,0O312,13｣|｣06

38:"'42:581
１
１

－
－
１
】

計
一
》

C(2,039)

’
’
一

I

一

註27年産のAは府県局推定量,Bは見込篭,CI*
（←E期B)+(下期A)

先ず，木炭需要の大勢を支配する都市家庭用消費の趨

勢につい，よくこれ左窺5ことのできる，総理府統計局

調の資料を紹介したい。別表2から，都市家庭一世帯当

りの木炭購入状況の推移を探れば，続削解除i鳶慶の25年

度に較べ，26年産が，東京都において31％,全国2郷

市平均において20％と，著唾､自然増を示したことは

見逃避ない。果して27年産は，更に飛躍を示すかどう

か｡東京都の5月からと，全国27都市平均の7月から

とは，延びなやみより減退えの傾向を示し始めたが，需

要が旺盛となる下期で，どう現われるか。或いは叉これ

までの経過から，各家庭が,勿論家計との睨み合掛つせも

あろうが，おまそ拘束なく木炭を消饗できるようになっ

たと，推断できようか。各現地の声はどうであろう。

さて，本年度全国全世帯の家庭用需要の見込について

は，次のような試算もできるが，本論の冒頭に掲げた府

果，局調の推定鮫1,477,2千屯とも睨み合わせ，お上そ

1,500～1,600千屯程度が消議されそうに思われる。

一世帯当り世帯数総消費量

場麓饗f
千戸〒屯

都市部笛簾琵鶏6,997927~966

蕊蜂蕊晶欝耀の4,39？395~“
謬蠅易積ﾕー2俵5,522鯛~16＄
奇16,916ユ,4()5~1.627

次に，かつて非家庭用需要の王座を占めた*炭自動車

用需要の解消について記そう。前年度の5月頃から，代

屋亘

一

句

(筆者）称野庁林政部林産課

－12－
’



山下：木炭需給と価絡の概況

第2表都市家庭平均一世帯当り木炭購入数蹴(総理府統計局資料より） 単位貫
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山下：木炭需給と価格の擬況

燃自動車が急速調でガソリン車え転換されて行ったが，

ぞの年度当初，計蝉上では，ガソリン車えの転蝉蕊い

場合は，年間約700千屯の木炭が消費きれると見込まき

た･叉統制中にば，木炭自動竜用は，およそ200～300千

屯麗度の配給と云うことになっていたが，足が自由なこ

の実需は，闇を合わせると500千屯程庭のことが考えら

れた。現在では，この需要は皆無のようで，25年度に較

べると，こ上から莫大な木炭の余剰が生じ，それは,前
記のように家庭消裁の自然増に吸収され，叉，その他の

用途に潤いを与えていると見られるのである。

なお，自動車用以外の非家庭用については，消費の実

態を知り難いものが多く，需要の推測に苦しむが，およ

そ400～500千下歴度が消費されるのではなかろうか。

力?よ5に勘考す罵るところ，現在の需要趨勢において

は，天候その他に特別の悪条件が生じない限り，前記

2,000千屯の生産で，需給は概ね均衡を得るものと思料

される。

3．価格の動き

・東京市場の価格の動きに，他の市場のそれが鮨よそ追

従する。東京市場にｽ荷す箔木炭の50～60%を岩手県
産が占め，その比重は頗る大きい。よって具体的には，

こ上に例をとって，この項を記す｡捌図中段参照）

前年度は，家庭用需要に著しい自然増があったが，10

月まで生産が頗る活溌で，又代燃自動車が急速調で五ソ

リン車え転換したため，ユ1月から黒炭ざつ荒上の如き所

謂裾物（木炭自動車用に好適であった｡）の価絡が暴落

し始め，本年1月末には上物，裾物共仁，その価格の前

途を悲観覗されたところ，2月に来襲した寒波(東京そ

の他25年，26年の2月より約2°C低い｡）が需要を激

発し，価格は急友騰して，3月中旬には，東京着レール

黒炭なら丸上(所謂上物)350円前後と云う高値が出た。

しかし，それも束の間ではあった。高値は3月下旬か

ら崩れ始め，本年度に入って，4月，5月，6月…･と

下落のー途詮辿った。この3月頃，都内には前年の.3月

に倍す為大澱の木炭が続々入荷し，大方はよく捌けた

が，一部は東京業界の入庫に廻つた°4月以降塔入荷は

比較的順調で，しかも前年度の如き木炭自動車用の需要

が皆無な上，梅雨期需要も少かつたたあ，入庫は増す一

方となり,．7月上旬には業界の手持は満杯（一説に卸だ
けで辺0万俵）を告げた。

かくして，7月下旬入荷が最も低調となった頃から，

東京業界の次期に対する胎動がきざした。8月に入っ

て，産地は盆を控えての換金売となり，卸としても擬金

繰の都合が迫ってきた。俄然8月中旬，こ坐が底値と小
売の仮辮要瀦瞳り，価滞は再び友騰した｡業界の伝える

情報は産地品薄で，産埴も叉強気を示した。（府県，局

調の在菰量は，前年度より7月10％増，8月5％増で

あったが.）8月中旬に較べ，9月中旬残暑の厳しさ

にか奥わらず早くも，黒炭なら丸上着レール325円と約

40円高,更に10月初旬には340円と，それは頗る急

速調であった。貨車到着も9月から上昇し，10月初旬は
｡

1日平均1,324貨車屯.と前嘩度対f上30％増，中旬1日

平均約1,500貨車屯（約100車）で40％増と飛躍した。

こうしてユ0月中旬この佃溌幟350円となり，一応一

服気味に移ったようである。

小売佃路については，ユ0月初旬早くも都[鈍区に，黒

炭なら丸上妬0円と云う今春以来の高値渤蝿われたが，

売足はさほどでなく，叉地区によっては麹･の安値も見
える穣子であり,なお,なら丸上力､ら下は，談I俵荒並（所

･謂ザク）までにm0円余の値巾があるようである。

以上，総愚の綴磨謹途べたが，この秋口のめざましい

動きの裏庭は，卸として春高仕入の在庫品を出､す場合の

採算とか，叉蕊池として蔭遡贈淡の出荷の都合瘤，鏑苛
上の駈引などが，強く搦んだ様子と見受けられる。いず

れにしろ，その犬反騰は余りにも急激なものと思われる
が，良い後味を残すかどうか。‐

さて，今後はどうなるか。生産者としても．原木価の
高騰，譜物価の徴縢による分だけの値上は，最低のもの
として確保しなければなるまい。しかし，消残者の立場
詮考えるときそこには望ましい限度があると云い，蒙汁
と睨み合わせて橘奏品を買う一種御用が強まるなどと云
う見解も出ている。

現在，着レール価格催一服しながらもまだ上ると見る
向きの外，11月上旬最高説先行弱気配軽化の観閲鐸も
現われているが，東京業界の全神経は，先般来，その辺
の見極めに集中されている。（ｴ0月18日）

4．参考．

(1)．全国家庭用ガスの供給は，前年度は前持年度より
29％増加し?､本年度は前年度より更に増加している。煉
豆炭の第'､4半期の生産蚤幟前年度よりや典下廻ってい
るが，原料無煙炭の事情が前年度と異なり何日でも購入
できる状況なので，需要の趨勢詮見ながら着毎増産しう
る態勢を整えている由である。東京都内10月中旬の煉炭
小売価絡は1袋250円で前年同期より10円高である。
東京都内の薪のｽ蒜は9月，ユ0月と前年同期を上廻って
いる。都内ユ0月中旬の堅薪の価絡は着レール1束42円

で前年同期より6円高,小売は60円で卿円高と云5
ところである。

②､浩手，宮城,福島，栃木,長野，山梨，働根，宮
崎等の生産県において鮭，生産者価緒の不当な下落を防
止することを主眼として，産地貯炭を行う際の特別融資
措羅を誰じているが,その直接並びに間接的の効果には
多大なものがあると思料される。院）
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曉畑に於けるハンノキご桐樹の混植栽培
－ ＝一‐ー

桐樹ぼど吾為にとって馴染深い林木は少ないと思う。

即ち箪翫長持，下駄，火鉢を初め建築用材としては欄

間，腰板，落掛，楽器用材として琴，三味線，太鼓胴等

等凡そ日本人として桐下駄の一足位もたないものは（洋

服万能の今日と雛も）ないと思われる。

嘗つては桐花は勲一等旭日大綬章から白色桐葉章に至

る議電，最も名桜ある勲章に意匠化されたものである瀞

桐材の供給は今や枯渇に瀕しているといっても過言では
守

ない。大正8，9年頃には麦畑〃桑畑左つ幕してまで大

量(500万本といわれていた）に増殖姓られたのである

が，澗価の暴落によって折角鋼櫛した甲斐もなく，2束
Q

3文に販引されたので，根迄も掘り起してしまったとい

うことを古老から聞いた次第である。

桐樹は一般木材に比して生長迅速であり，農家の余剰

労力を利用し空閑地に栽培するに於ては，短期間に収益

をあげることが出来，昔から「娘が生れたら桐を植え

よ」といわれている通り有利な林木の一つである。

岐阜県大野郡丹生川村に於ては，古来焼畑を利用して

「ハンノキ」と桐樹の混植栽培をなしているが,珍らし

い事例として其の大要左紹介したいと思う。

1．総説

本村は飛騨国は高山市の東方「中部山岳国立公副中

の雄峯乗鞍山麓に位する東西7塁11町，南北3里18町

に亘る広表15方里の大村であって，戸数ｴ,284戸，人

口7,000余人を算し，33大字からなっている。林野面積

は全地讃の9割を占め，19,800余町歩（内国有林4,000

町歩)に達する純山村であ為。中央部以西は箱乎坦にし

て相当の制蝿を宿しているが,其他は山岳重畳して耕地

に乏しい。基岩は安山岩（一部石灰岩）にして南半の大

部は秩父古生層に属し，土雛繩a深く地味肥沃にして林

木の生育も佳良である。年平均気温は11度にして冬期

は降雪も多い。

2．桐樹栽嬬の沿革と現況

沿革については記録の徴すべき芯のなく明らかでな

い。耕地狭少のため以前は焼畑面稜も多く，桐の栽培も

相当盛んであつなが’幾多の盛衰をみて現今では其の面

積も少<，大字小野以東,白井,板殿，日面,駄吉,曾手，

旗鉾，岩井谷，池之誤地内に点鳧と散在し，其の面積は

凡そ100町歩に激域した次第である。右のうち駄吉は地

味良好にして栽培面積も多く，桐の材質も最も良く，南

(筆者）岐阜県山林事務局

一一・堀敏男
〃

部桐にも匹敵すると称せられている。（昭和8年9月19

日農林省嘱託緑川職氏も親しく視察せられた）

3．栽培の方法

宅地の周囲叉は畑地等に棺付けることもあるが，本村

の特長とするところは,200余町歩に及ぶ焼畑のうち排

水良好にして日当り良く，地味良好な緩斜地を選んで栽

培することである。

栽培の順序麹簡単に述べると，初めて蝿､詮する場合

は先づ晩秋立木の伐採,荊鰊類の除去をしてから翌春

（4月下旬）火入をする。火入は第1回を新銚どいい，

第2回を捨焼と称し，2回に亘って丁寧に焼松ってから

開墾をする。秋地上物の伐採から開墾迄の功程は地,林

況其他によって差異はあるが大体20人内外である。か

くして焼畑の準備が完成すると，5月になって第1年目

には稗を栽培し11月頃収塗する（反当4俵内外)。第

2年目には大（小）豆を作付（反当12俵収痩)，第3

年目に蕎麦（反当5俵位),第4年月粟（反当2俵内外)，

稀れに第5年目に稗叉は栗詮作ることもあるが，多くは

3，4年間の作付を以て焼畑を終るのである。

桐苗は焼畑第2年目に反当り50本（幹太く側根及び

鬚根多く直根少き苗丈3，4尺のもの一一分根法によっ

て養苗するか,萠芽を利用）位を植栽すると共に，長さ

2尺内外の2，3年生「ハンノキ」（天然生）左6尺腰

9尺の間隔に植付けする。

この「ハンノキ」は落葉及び其の根にある根瘤「バク

テリヤ」の作用によって，土地を肥沃ならしめて焼畑の

切替年度を早からしめる効がある。焼畑第1年目に桐苗

を植付けろと作付の収撞が減少するので行われない。

桐苗の植付ほ極めて丁寧であるが，近年は旧株の萠芽

な育成することが多い。合切，芽掻其弛の手入は殆んど

行診ず抜任的である。当地方では20年生以上になると，

萠芽力が減退し且新芽の発育も不十分であるので，大凡

13，4年生で伐採せられている。“岨は10月下旬から

翌年3月の間が普通で，切株を低く地面に接して水平に

皆伐せられる。造材は下駄木坂の関係上6尺5寸（八切

し大人の下駄とし，延寸1寸謹附する）で玉切し，末口

の長短両径を寸の単位ではかり，其の相乗稜を以て｢才」

と称し取引の単位とされているが，伐期における胸高直

径は5寸乃至1尺2寸，堀句7，8寸であるα1本当り

普通80～100才で時価（立木価)1才当り20～40円で

あるから2千数百門である。

桐材は高山，岐阜市へ移出せられる。筒「ハンノキ」

－15－
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堀：焼畑に於けるハンノキと桐樹の混植栽培

も桐と同時に伐採し』薪材叉は鈴鰹材とし利用せられ

る，反当3’4間（1間は長3尺,高6尺，巾6尺の梱

蹟をいう）の収撞が普通である。

桐及び「ハンノキ」の皆伐後は再び綻畑を溌厘し，3，

4年間農作物の作付をなすb第2年目に切株からの自然

萠芽の桐を育成すると共に「ハンノキ」を植栽すること

は前述の通りである。「ハンノキ」な植栽しないときは

地力の恢復が遅いのみでなく，荊鰊其他悪木の発生ガ窪

だし''､ので必ず植付する良風がある。筒桐も｢身､ンノキ」

が測礎達られて初めで生育も､I唾せられる。

4．八賀桐の特質

当地方産の桐を俗に「八賀桐」と称ぜられているので

あるが’海抜高の平均8，900米にして，気候寒冷のた

め長大な桐樹は得難$､とはいえ，嫡榊11密にして總太く

柾目にすると年輪力鮮明に浮上って色沢優美，凋痩亦硬

からず職かならず，鉋の逆むけが絶対に生じないので，

一般に好評がある。筒天狗巣病，腐蝿病，ウドンコ病等

も認あられない。

桐樹は適地を選ぶこと大きく，一団地の面稜も広くて

1，2反歩に過ぎず各所漣散在しているが，当地方では

焼畑でないと殆んど成功しない。桐材の収入は養蚕と共

に現金収入の双壁であって，米穀等の職入擬に充当し，

碗侭米也」とさえいわれ大切胆せられている。

5．結ぴ

洞獄は生長早く，狂い少く，燃えにく上"1･共鳴性にと

み,耐朽性強く，純白にして絹糸光沢を有し,色合優雅

膠着亦よく等々他の木の真似の出来な↓色為のよい繕散

をもっているので，其の用途も広汎にして，枝炭でさえ

画工の下絵用とし,桐炭必瀦未に至っても火薬の原料，

黒色染料，水道鉄管の鍔造用として重視せられ，農山村

に於け葛好個の時霞林業であるから，之が増殖は極めて

必要毛あるが，肥料木として近年時代の脚光をよんでき

た「ハンノキ」との混植によって良果をあげられるとい
8

5－実例ほ，今後の植称に対する示唆として，大方の御

参考ともなれば幸とし敢て駄文左ものした次第であ為。

（植物生態学的，砂防工学的に堀下げて研究すると興味

あぉ問題であろう)。

《
〕
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藤島信太郎
堀田正逸

(昭24）

（昭18）

土井藤平森林保護学（昭13)2501

滴鉄調査局土壌侵蝕防止の聯究(昭18）350，

山赫属癖趣方に蕊け為跡嚇の適職剛;::｜萩原｡福田砂防工事及び林道(昭18）

上村勝爾森林利用学(上･中｡下)(大7）600｝

・鶴癖繍測鬮掌(上｡‘順｡下)《卿2)鮒
〃

鬮警上:訳朝蕊繍職篭酔睡 4500

｜
三浦伊八郎森林生産学（昭23）200

林産製造学(昭17）〃 250

木材防腐儲雛(上･下）（昭3）’500〃

薪炭学考料（昭18）〃 650

J
八浜｡上代リグニンの化学（昭22）700

島田錦蔵林政学概要（昭25）250

島本貞哉訳エプナー最新林業要論（昭岨）30O
工藤蕨舜訂正日本有用樹木分類学（昭16）1000

帝室林野局林試原色版森林病虫害図説(昆虫鰯)2冊450

牧野富太郎原色野外植物図譜250O
川村清一原色版日本菌類図説1350
坪井伊助竹類図譜3500
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ず，遂にこの一連の線が寸断され，東洋の危機力到来す

る立場に在って,外圧に対する“;,即ちActio画afd
Reactionの現れによって起った自然現象であ1つたと言え

る。しかし，その解決を焦り過ぎて，短感にも戦争とい

う凶器を振ったことは，余りに拙劣であったこと遼，反

省しなくてはならないと思う。

その結果は，近代的一世紀を贄して，営燕築き上げた

国力発展の基地たる領有地を半減された｡即潔(坊にも

う一つ延びていた一弧線の千島列島と樺太左失った。奄

美大島・琉醗・台湾の一弧線と，大陸の一角朝鮮半島を

喪失した外,支那大陸｡南津方面。太平洋上に持ってい

た，国家権益の管理権をすべて数棄すべく余儀なくされ

たのである。

わげても台湾は，日本統治50年の深い縁故を有する
植民範であった歴史左知らねば厳らない。忘れ易い，淡

淡たる日本人)ことっては』台湾を見るに当って，この事

実もまた第二に認識を要する点であろう。

第三に留意すべきは，東洋の林業上における台湾の重

要性である。

まえがき

1．台湾の概況

2．視察日記

3．所感

まえがき

北海道とインドネシアの賭島を結ぶ鋺誕10"000kmに

及驫連続した三狐ｦ溌鮮①日本列島②奄美大島から

南する琉球列島｡台湾③フィリッピン・マレー諸島一

の-h腫ある島は，アジアの地図を拡げて一目すれば判る

ように，国際的に，極めて意義の深い位置におかれてあ

る。

即ち，これ左西方の陸から見れば，太平洋の波篤に向

って配置された防波堤のように見られる。これ等の布石

された島には，狭い日本海と東・南支那海を抱いて，恰

もアジア大陸防衛の§聴良であるが如く，これ麹大陸に引

き付け人とする網蔭の引力が絶えず強く働きかけている

ようである，

また，東方の洋上から見れば，広大なる太平洋を背後

に持って，大陸の引力に抵抗する更に大きな力で引張っ

て，大陸から引き離そうとする攻防の基線たるの観があ

る。弧線は弓を強くしぼったような形に張られているで

はないか。

この防衛線が，自立強化されるか,東西何れかに寸断

弱体化されるかは，この線を織成する諸国の興亡を制す

る重大な問題であることは,誰しも肯け為常識であろ
う。

こ上に，この線上にある国鳧の持つ，共通の国際的悩

みと立場があること左識する必舜遥る。我盈が合湾

詮見るに当って先ず第二に念頭に諸かねばならぬ点は，

この日本と共通の国際的重要性のあることである。

曾て日本が，純血の集団力を借りて，強大なる肇備を

持ち，四囲に国力を扶植したのも，一つは窒息に近L､ま

でに溢れた人口の生命鍍迩求めんとする,'国内圧力の膨

脹に因ることである。がもう一つには，この要極にあるI

が散に,現状維持の体勢では，両勢力の圧迫に堪え切れ
I

台湾の高山地帯における樹令300~2,000年

のヒノキ天然林

東洋において，優位なる森林資源を求むるならば，麓

では，シベリヤ･沿海州･澗蒙の大森林地帯があげられ便

では，日本諸島の美林を指さすであろう。とりわけ日本

の優良針葉樹の存在は，世界に誇る資源であるが，この

周辺にある南海の諸島には，他に見られない愛重なる針

葉樹の原生林ガ軽る。すな卦つち，屋久島のスギ,台湾の

ヒノキ，ベニヒがそれであって，特に台湾におけるこの

原生林は，その獄と個樹の大さ，形質において，東洋で

r、

嘩者）本会理事長

ウ
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松 川：台湾行

最も優れたヒノキ賓源の一つに数えることが出来る。

これ等は，単に林業上の重要資源であるばかりでなく

学術上にも，似界的の愛重なる考証費料である。
その他台湾が，熱帯から寒帯に至る各森林帯を完全に

具有し，それぞれの森林帯が持つ特質を発揮する可能性

詮有し，なお気象条件に恵識Lた土地柄であ湯ことも，

見逃してはならない。

一般に梅段されているスギ

以上，、日本と台湾の国際的地位の共通性③日本と

台湾の緊密なる縁故関係③台湾林業の重要i生等は，

今日の合湾な見る上において，少くとも，森林視察者が

その所感詮反省絵合するために，その蕊点として，一応

考慮すべき要点でほあるまいか。

台湾に行くことが決ってから，私は漠然と以上のよう

なことを考えたのでおった。

今回溌は，図らずも，台湾中華林学会総会へ出席方の

招聰をうけ,極めて短期間だが，五年振りで台湾を訪

れる機会を与えられたことを感謝したい。勿論，これは

日本林業技術協会の名においてうけた溝への招聰であっ

て，個人の資緒によるものではない。故にこ坐に本会へ

の報告として，愚見の一端を綴りたいと考えた次第であ

る。以下見聞のありのま坐を記戯する積りだが，しかし

国際癖L上,防諜上誌面に載せ為ことを蝉る事簡は燐ま

ねばならない。また，短時間の視察であり，且つ至って

惑覚力鈍いので，粗漏，浅薄等の過誤があるかも知れぬ

ことを墨れている。これ等については，予めご諒承とご

寛恕なお願いし，併せてご叱正を乞5もの陰eある｡、
9

1．台湾の概況

行政区域から見る.と，台湾は，中華民国の一省であっ

て，支那大陸から台湾海峡を距てて，僅か150kmの洋

上に横たわる可成り大きい島である。曾つては，蓬莱島

・佳麗なる島-Fmmosaなど，識美されたこともある。

－

周囲約1,600Em面穣約36,000km目の噸上に長いサ

ツマ芋形の島で，丁度日本領土の10％位に相当し，熊

本懲林局の管轄区域たる九州一円よりや上小さく，青森

営林局の管轄区域たる青森,岩手，宮誠の三県を合せた

より少し大きい。

本島地形の主軸をなす背梁山脈は，南北に走り，こ上

に2運000～3,000m級の主峯が100座以上連立し，最高

峰ほその昔玉山.と称し，日本領有後明治大帝が命名され

た新高山3,950mである。未だにそのま上の称呼が用い

られている。

従って地勢の急峻なことは，想像の通りである。これ

等の峻峯地帯から東西に走る河11,は，平地に達するまで

極めて急勾配で』地質の脆弱と相俟って，洪水時の被害

は甚だ大きい。

蝿《量は甚拳<,1年降水量は，X蝿』で2,400mm山

地で約33000mmを示し，局部的には5,000～6,000xmn

に達する処もある。雨季の7～8月には，阿里山の観測

によると，1隊の降水戯1,034mmの驚異的記録があっ

たといらことが屡為文献に舞われている。

年平均気温は北部で21｡Cを超埠,南部では25｡.Cに
達する所もある。北回帰線が，本島のぼ堂中央を通って

いるのでも察せられる通り，平地にあっては，南半部は

熱帯圏,．北半部は亜熱幣圏に属すると見ることが出来

る。

本省住民の大部分は，雷って対岸の支那大陸の広東，

福建両省内から渡来した漢民族であって80％余を占珍，

本島在来の原住民たる所謂山地人一旧称生蕃人一は極め

て少数壷15％位,残りの若干が日，米，韓その他の外

国人である。

終戦前の人口は凡そ600万人であったが，現在人口は

約800万人といわれている。た堂しこの数字物潭隊を含

むもの力否かは不明である。人口密度りま稠密で，ほ蟹日

本と等しく,1kms当り222人となっている。
G

日本人は終戦前約30万人居ったが,今ではほとんど

引揚げてしまって，Ⅳ0人内外を数えるに過ぎない。し

かしこの他，二重国籍詮有する日本人は未知数だが，相

当の数に達するように見られている。

元来中華民国は四億の民を擁する大国であるが，第二

次世界識における戦勝の間溌に乗じ，膨涛として起っ

た中共の赤化攻勢に災され，不幸にも支識大陸の地盤を

徹去しなBれぱならぬ運命に支配されて，中央政府は台

湾に移駐した。ために台湾は俄かに200万の人口を増加

したと云われている。

そのために,総統以下,立法院,行政院，司法院その

他の政府最高機関と各部大臣をはじめ，中錘府は悉く

－－－‐］8－－－“



松川：台湾行

台北に集中し，国家の体面を維持することに努力してい

る状態は，苦衷澗に察するに余りある。同蕊同喜の間柄

にある我為としては，我身につまされるこの苦衷を，

「容易ならざる事態」として，ひしひしと感じさせられ

る処があった。

この中央政府の下に，台湾省政府の主席をはじめとし

て，各庁長以下の構成する大がかりの省政府が存在し，

そα職下に地方行政自治機関として県政府].6，市政府

､5が侭”もている。夫兵権限の枠はきまっているのであ

ろうがぼう大なる国家磯関と地方溌関がこのように狭い

処に重なり合って居ては，政治，行政“経済，産業等あ

らゆる面に，風通しのわるくなることはいうまでもなく

それが国民生活の上にも反映して来ることは否めない事

実であろう。

ぱならいずこのうち国存休は90%を占め，公私有林が

僅かに10％であることは，我国と全く趣を異にしてい

るd

材野面鋳淵嚇産攪狸厨単位hal952年

国有2,167,912（要存置"1,806,888ha不要存

置林野n5,287ha準不要需赫
〆

野一保留地245,737ha)

公有50,456

私有19ﾕ,396

計2,409,764

森泳蓄猿は約2億InSで金陸菖封35%広葉樹65%の

割合を示す，この外に多鍾の竹材があるが統計数字が不

明なのでこ土に省略した。

霧淋議資調（獅篭管廼司)単侭“］942年

畷近のものを欠く）
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主伐材籏は立木で972,000m3間伐材歓は58,000m3で

主間礎合計鐘が1,020,000mβという難字蓮示している。

伐j錘調（林産誕局の見辺単位m31952年
一一口－．.＝－＝----,-

－ 一

陸伐針葉雄伐広銅計｜離騨葉
国有称272,000180,000452,00040,0O0

公私有林20,00050Q,000520,OO018,000

計292,000680,000972,00058,000

四

コウョウザン，前掲のスギと共腫輸入

”さ淑挺ものである

次に癖清をかい摘んで記しておきたAJ､。

熱帯から寒帯に至る垂越罐林帯の変化は,･山僧地旅

行の雛で見られる興味深い景観である。

熱帯，亜熱帯の地帯は，多く平地丘陵部分を占めてい

るために，大部分は早くから農謝繩，牧野等に利用され

たため古来の姿を止める森林は竹林以外にはほとんど見

られない。ただ人工造淋の対象となる土地は海岸,耕地，

丘陵地の間に見出し得る状態である。熱帯赫種の導入が

叫ばれているのも，この地帯を対象とす患が故である。

また寒冷気象に支配される寒帯圏では，林業の対象とな

妬ものは極めて少く，これ等地帯の文化的利附の方途も

まだ見透しを得る艇至っていない国情にある。

要するに，本島の森林の林業上の主要部をなすものは

暖帯，温帯に属する地域である。こ坐には広葉樹,針葉

樹の有用樹種が広い面穣に繁茂し，巨大なるクス，ヒノ

キ，ペニヒ等を産するばかりでなく，スギ，コウヨウザ

シ，マツ類等の造林に適する。

林晦面積は,240"haであって,全島面積の67%を
占め，ぞめ比率は日本のそれとほ堂等しﾙ､のも奇とせね

これで見ると』全蓄臓に対する比率は主間伐材積の合

計に諸いて幡約0．5％に過ぎない。森林経理担当者のい

う処によれば経済林の生長率は凡そ1％見当であるそう

‘壱ある。筆長遼の期待はもつと多くあって然るべきよ5

に思われるが，台湾においては,利用の制約詮受ける急

峻地が多く，また国土保安上絶対禁伐にしている森林も

少<耐。その他山地人の敏火膳よる山火跡地が現在
300,000haに及び，今でも年苓の被害が絶えないことな

どに照して，或は妥当の見透しでああかも蝿他ない。た

だし以上ぼ総括的の話であるから，内容に亘る検討は他

日に譲らねばならない。

上記の識削反謹は摂れ省内需論に充てられているが，

地方別に過不足は免れないようである。特にヒノキ紘は

省内需宴もさることながら，日本､'、の輸出滋第一に望

み〃日本から省内で不足している小丸太蛎柱，枕木等の

輸入を期待する傾向が強い。しかし台湾ヒノキの価絡は

《
』

○
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掻川：台湾行

容易に引下げる模穰はないから，現在の高値では仲為取

引困難と思われる。

民間の木材業界は，官営民営の伐木事業に従事する業

者及び木材業を営むものユ外，製材，合板，パルプ，木

材防腐等の工場を経営する者が，木材生産地及び集穣地

附錘な中心に分布している。終戦後未だ顕著なる進出を

iした者を聞かないが,将来の発展に対しては大なる期待

を有するものL如くで，木商業同業公会，木材工業同業

公会等の活曜は活溌である。

人工造林は日本統治時代から，非常に力を注いだこと

は事実である。しかし利用偏重の開発速度には追従田来

ず，加うるに戦時中と戦後に，育ち盛りの造林地を皆伐

したものが少<ないために,遊閑地が多量にある。天恵

豊かなこの地で，旧弊に堕して人工造緯の振興しないこ

とは避鰯に思う。従って苗圃事業も今後拡大整備の要が

多為存する。全省の人工造練面積は僅かに16ha余であ

る。

の外に事業区外の飛地の保安林等が施業案施業外林とな

っている。・

民有林については保安林以外ほ未だ罐計画の樹立さ

れたものがな1,,．

林政機構鞍見ると，台湾省政府の農林庁に属する林産

管理局が,.全省の林政を司っている。

林産管理局長の下には副局長2名がおかれ，1名は林

政造林等経営面の担当責任者であり，他の1名は作業，

工務，販売等直営伐採事業を主として担任し，併せて両

副局長が局長の補佐に衝っている。

中央政府直轄系列の国有林にあっては，7山林管理所

と6林場があり，別に林業試験所を持つ。民有林関係は

省の地方行政系列として，県市政府の下にある建設局

（科）の内に林務課（股）をおいてある。こ誕等の概略

を示すと次表のようにな為。

（国有称）森林管理機織表1952年

《
》
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街燈職励のため，齢丘の一茄譲として藤蝿遣休の制

度塗布いて,着汽実行に移して居るのは注目に価する。

これは部落ﾘ俄丘の国有林を貸付し，民間の力によりそこ

に鐵琳する淵扮淋であって，分収歩合は3官7民乃至2

宮8民とする。計画面積は24,000haをあげて居るが，

既に10,000ha近くの契約酋鑛ぱｵ1,たそうである。

森林計画は，日本領有時代，国有林について分劃した

40蘂農区の茄欝雲を，引続き毎年4琴諜区づふ樵試し

ている。一事業区の平諺乖嗣資は約37,500haである。こ
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国有林の管理経営に当る職員数は傭員を含めて総数

8》000名余である。この内中央本局に日本人官吏が計画

2名造林'名作業1名計4名勤務中である。
、

林産橡理局所属官吏数（林潅管理局）1952年
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森クリスマス．トリイ等をつかう
林のは,一応首肯できるが,後者

手は12月のクリスマス気分をあ

簿ほって'客足を葱こうとい5:こ
‐んたんである。純然た為デコレ

いとあって』屋内に持ちこんでﾈI拝した。西暦724年頃

の話である。これがクリスマス・’､リイの起源であると

いう説ｶﾐ比較的広く行きわたっている。

もう一つの話は，北欧神話にあるイグドラスイルとい

う壮大な樹ガ握源であるといわれている。

此のイグドラスイルばトネリコの一種で，その根は地

獄に達し,その枝は，うつ葱として全世界を蔽うこと，
恰も支那の扶桑も式構に以たものがあった。このイグド

ラスイルが宇宙を支持するという伝説海ら，人燕に崇め

られ，クリスマス。トリイ壷これになぞらえたというの

である。

‐これによく似たもので，日本にも想像の木があった。

古事記雄略天皇の部に，「盲たる槻が枝は，上yつ枝幟天

を瞳えり，中‘つ枝は東左覆えり」という雄大なものであ

る。これがイグドラスイルだとする人もあるが，まさか

稗田の阿礼や犬安麿が当時北欧まで，足を伸ばして古事

記の炎料蒐集をしたとも聞いていないし，単に似ている

からといって，同一の樹種だとするのは附会牽強も甚し

いものである。

クリスマス。I､リイは北欧，殊にドイツ等に先に用い

られたようで，英国や米国に此の習潰がｽ&つたのばずつ

と新しい時代である。海を越えてイギリスに渡ったのは

ピクトリヤ女王の御治世の初期であるとも，ヘンリイ八

世の頃であったとも云われている。ヘンリイ八世の頃の

ものは，仲盈はっきりしていて，1829年のクリスマスに

当り，レーペン内親王がクリスマス・1.リイとして宮中

に飾ったのが最初だといってぃ湯。

アメリカで，クリスマス。トリイが使爵つれるようにな

ったのは1800年代というから，英国同様日尚浅いとい

ってよい。

日本などはもつとその歴史が浅く，眼治初年頃だとさ
れている。

クリスマス。I-リイに使用される樹霞は前記の伝説も

．あるので，モミが圧倒的に多い。し力;しモミのないとこ
ろでは，これに類した針葉樹電あれば，何種も使ってい

るようである。､このうちでも，イチイ･トウヒ。サイプ

レツス等が詩等腫多く現わｵ1，て来る。アメリカでは，パ

ルサムモミカ窪であるが，此の外，レッド，セダーが使

われ，ケンタツキイ州では．香がよいというのでグラウ

ンド・パインが用いられる。

クリスマス。トリイには装飾品がつきものであるが，

初期のものは，林檎や密柑をつけた素朴なものであっ

た。これはキリスト降誕にあたって，星が博士達を導い

たという伝雛にょつ元，星になぞらえたものである。そ

の後鐵杉を施した田球，或は蝋燭等に変化した。・

昔は，此の木に，ポツプ・コーンは(はじけとうもろこ

し）をつけたものだそぅだ。小瀞§喜んで蘂って来て，

ク
ジ
ス
マ
ス
に
因
む
木
々
成
澤
多
美
也

薄
1
b

l
I
9
V

4
9
J

1
イ

ド
ロ
ド
■

エシヨン以外の何ものでもな
ヨ

い◎

日本は12月にキリスト教に

なり，1月には門松をたてて神

教になり，･4月には花祭蓮やっ

て仏教に敦宗すると，ひやかし

た人がある。信教の自由が憲法

で許されているんだから，何を

やろうと艤手だろうし，終戦以

来朝に日の丸をもち，夕には赤

旗を振るロボット式人間が増え

た今日，これまた何の不思議も

ないことなのであろう。

しかし社会力輔物に木を使っ

ているとき，樹木宗のわれオフれ

が，使われる樹木について何等

の智識がないのもおかしいの

で,あれこれ物色して，その故

事来歴を調べてみた，伝説や儀

式にいたっては，各国各犠で，

まだ尽さないところが多いが，
’

（
ｒ
Ｌ

L

もともと，こうした飾物は，キリスト教と密接不可分の

ものでないから,忙沁い折柄,血相を変えて,根掘り葉

掘りするまでもあるまい。

かくて出来たの力戦上の一文である。

1．クリスマス・トリイ

昔，北ドイツにツヲールという魔神が宿為樫の大木が

あった。この魔神の怒左和げるために，いたいけな王子

麓雛として捧げることになった｡その時岡淵にして，
理非曲直をよく弁えることマーチン°ルーテルの如き宣

教師力霜りか上り，そんな莫迦げた話はない，俺がその

邪悪な木を伐って，王子を救ってやるといって，とうと

う此の樫の大木詮伐り倒してしまった。ところが，その
~

跡に忽然として，砦為しいモミガ窪えた。農民達は，詣

そらくこれはキリストの化身'であろう。粗末にはできな

《
』

〆

嘩詞新潟采加茂農林高等学校
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成 沢；クリスマスに因む木煮 甦

に家中の燈を消し，戸主が先ず身近の家族のたあに祈り

次l､で遠く家郷を離れている家族のために，それがすむ

と遠い先祖の霊のために祈を捧げる。

中世紀の英国の一般の習演として，此の丸太が運ばれ

ている光景を路上で見たときは，帽子を脱いで，此の丸

太に触れるのをﾈ蟻としていた&

バルカン諸国では，クリスマスの未明に丸太が伐られ

家人は，手に手に，蝋燭を持ち，二列になって，此の丸

太を家に運んで来る。戸口に入ると，今度は主人一入で

持ちこみ，殻物とぶどう酒を，自分と，丸太にそ土ぎか

ける。訪問者が必ずあるのであるが，その最初の訪問者

は手袋にかくして置ﾙ､た麦を出して閾に蒔き，「キリス

ト襟が生れます」という。そ5．するとその家の最年少の

子が「ホン1､に，キリスト様は鐘します芝lと答え，次L、

で訪問者は丸太がボンボン勇し<燃えるように掻き起

し，その家と農場の幸福を祈るのである。

此の丸太は，クリスマス，シーズンの終る十二夜まで

燃やすこともならわしとしていたものである。たとえ夜、

夜消火する場合でも，毎朝点火して十二夜寒這統けるの

力潜通であった。

古代フランスでは，丸太の上にぶどう酒をそそいだと

いわれている。

欧》脂塑錨こ豆って行われていたユール･画ツグの式も

全然堤の習慣をもたなかったところがある。理由はよく

わからないがアイルランドが芯れである。

英国ではチユウドール王朝時代から単なる娯楽になつ‘

てしまったが，叉地方によっては，非臘に競賂に扱われ

子侭垂はそれに腰かけること弥妙るされなかったし，処

女はしう秘熱た手で，それに触れること詮禁ぜられたとこ

ろもあった。

何処にも趨言はあると見えて，フランスでも英国でも

このユール･画ツグがキリストをあたためたという立派

な役目を果したため，その灰は歯痛，小供の虫封じ》家

畜,豚の肥育飼料にして著効があるとされていた。叉農

家電は肥料として，非職に尊んだとい:われているが，木

灰は力哩を含んでいるから,これは必ずしも,ユ戸ル･画

ツグばかりとは限らないだろう。

3．やどりぎ

日本では殆どクリスマスに使っていないと思うし，綾

にもあまり描かれていないので余計人に知られていない

と思う。あちら･壱はMistletoeミスル1､ウと呼ほれ，そ

の下に居る少女にほ接吻してもよい等ということが案外

よく知ら証ているのもおかしい話である。

ヤドリギとキリストと関係があるかというと，まづ無

此惹啄むので,少年少女達は面白がって，此の外クルミ

殻物，パン等を吊って，小鳥を慰めた時代もあった。こ

れ等渤蕊化して，今では，チョコレートや乾ぶどう，糖

果等を下げるようになったが，別に小鳥との関係はない

ようである。

最近では，色紙や人形，鐘，プレゼントを入れた靴下

まで下げ，それに，星のかわりにした赤，白，青の色蝋

燭で足りずに,金や銀紙で作った星をつけたり，雪を真
似て綿を枝につけたもの，モールを巻いたものなど，次

第に癖雁になってゆくようである。それだけに宗教とは

縁遠い商品に堕した嫌いがないでもないが，無宗教のわ

ｵ鰯つれから見ても，歳末風景というよりも何となくあた

たかみのある，そしてそこから素晴しい幸福でも湧いて

来るような気がするのは，キリストの愛の然からしめる

ところでもあろうか。

《
】

2．ユール・ロツグ

これは，外部の装飾品恒ないため，流日に日本の百貨

店も用いない。だから－股にも知られていないといった

方がよい。字引をひいてみても「クリスマス圃瀝にたく

大瀧lという畳つたらしい訳がつけてある。

伝説によると，キリスI､が生れた時，ベツレヘムの貧

しい大工の家庭腰は震を採るためにも，産湯をわかすた

めにも，薪がなかった。殊に12月25日鮠もキリス

トが，雌の日に生れたという確たる証拠はなく，鐺そら

く，戸一マのサタナリヤという大祭蒟汀.度このころにあ

たっていたのをやめて，後年これをキリストの誕生日に

したという説もある）には万目荒蓼，野に樹影なしとい

う錘莫さであった｡羊銅の少年臓謹心配して，トネリ
コだけは，青いま上で燃え石ことを知っていたので，そ

れを集めて来て，寒空にふるえている赤ん坊のキリス1、

のために，あた上かい火を燃やして:やった。由来,此の

木ガ窪なる薪として崇敬されるに至り，次第に，どんな

木でも，丸太であれば，ユール。ロツグとして用いられ

るようになった｡‘

しかし地方によって大体のしきたりがあったようであ

る。たとえばイングランド北部では僻，スコットランド

では樺，コーン・ウヲールやデヴオンでは1,ネリヱ。プ

戸一ペンス地方割ま枝もたｵつわに雲.定綱でなければ
ならなかった。

此の丸太に対する儀式I襲仲々ふるっているものが多

い。プ宮一ペンス地方の一例をあげると，クリスマス。

イーブにはクリスマス。カロルを歌って，家族力;総田で

山え丸太をとりに行くのである。丸太を運びこむと囲炉

裡にくく，鉋屑と燃え易い木を添えて火左点ずる。同時

一
二
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成沢：クリスマスに因む木,峰

かも陸の象徴』なる勧教にその下にたたずんでいる少

女はキッスしてもよいという事になったのだそうだ。

此の獅につし､て‘ワシントン，アーピングば，彼のス

ケッチ・ブックの中に｢若い青識は，ヤドリギの下に

居る少女に接吻する特堀芝もっているが’一回毎に一つ

宛ヤドリギの爽なとり，識§なくなってしま5と，その

勝鞭がなくなってしま5」ということを書いてい為。一

回の接吻を長くする方力…とってはトク腱なること

だろう。

ところ壱此のヤドリギMistletoeの語源であるが，ア

ングロ・ザクソンセはMistletan，アイスランデイツク

ではMisteW｡,;rmで．そｵ1鍔から漁を発したとい升諭して

いる。前者の画､,筏老のtei皿は共に4鞍の識§であ
●

る。Mistle或はMiStelはMist認の滴珠で,冬の闇い

期節に常緑の桟蕊，赤い突等が，特に霧の中で，あざや

かに浮び上がって，人目につく「枝」というところから

来たものだと云われている。

し､といって差し支えない。それにもかふわらず,英米で

盛にクリスマスになると使われるのは少しでも接吻にあ

やかろうといぅこんたんかも知れない。

此の植物がクリスマスに輪に用いられるようになった

のは，ドルード教の僧侶が百六一といぅ木に生じたヤド

リギ左神醒なものとして崇めたのが，今日，クリスマス

の装飾に用いる起源を撤したと云われている。もとも
グと，画パーの木億雪彼等にとって撫蝉Eされ，その木の

上に生つたものは，何でも天から勘られたものと考え，

しかもヤドリギ等刃混られるのは稀なために，若しそれ

力現つかると異状なセンセイシヨン芝惹営起し,木の下

に堆商く御供え物をあげ,二匹の牡牛もそなえられる。

偲侶は白い法衣を蓑違い．木に昇って，金の斧で，この

ヤドリ竿を伐り，これをうや5やじく，白い法衣で包承

･次にお供えした二匹の牛悲殺して，彼簿に与えらｵ･Uた神
P

の贈鮨ヤドリギの辮塞祈った。これ動篭し月の6

日に発見されるようなことがあると‘その日をもって，

30年の間隔で年号を改めた程であった。“の言紫で

は，これをI塗癒」と呼んで､､た。

もう一つの伝説幟スカンヂナビヤの制嚇によるもので

あ為。即ち神杢の認児であ､つた太陽神パル〆アが,盲目

の神へ〆アに殺された。その時用いた矢が此のヤドリギ

であった。神為はパル其アの死を，深くあわれんで蘇生

せしめた。これから一寸鎚棲が合わなくな毒のである

が,此のヤドリギが,そｵL以来唾の象歓jと覚散され
クリスマスに便われ為ようになったというのである。し

▲

4．ヒヒラギとキヅタ

ヒヒラギはクリスマス・トリイと共に用いられて､､ろ

が,菅,画一ﾏ人が池神ｻﾌﾙ左祭る時用いたの泓,ク

リスマスに吸収されたと云われる。キヅタは常世にわた

って緑を変えぬ緑起のよい植物とし,叉は枯木にま寧診ｵ調

って，その緑を緑っているところから翼われたとも云､、

ギリシヤ古代では此の植物が,結婚の祭匿になくてなら

ない裟飾品であった。
画
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＆

伐採しても，その謙分が鱒閉し再び主伐を要する時期が

来た場合，位隠的の関係からそれが出来ず，周囲の棚栽

木が主伐される迄放鯉するの止むなき状態とすれば，理

諭はとに角‘実質上は単に伐り残してみたに過ぎないだ

けで皆伐作業地区内の保裂地と解すべきではなかろう

か。

何れにし:亡も回帰年のない択伐作業ほあり得ないであ

ろう。

さて，択伐作業の利謝与失であるが，これ芝皆伐作業

と比較することは容易でも，結局の善悪を決定すること

は甚だ困雌である。

水源潤養と力共他国土保突上の点から見れば択伐力輸

利であろう。麺力の維持についても択伐が良くはなかろ

5か。また侭良劫桂樹な保残し生長の後伐採利用するこ

とが不可である篝もない｡其他色盈択伐の利点として錫

げ得る点もあろうが，どうも抽象的なものばかりで，想

像,推察の域を脱しなL､。現実に還削側両者を併用し，
その緒果を観測するのでなければ,択伐が宥利であ患と

の確証は掴めないように思われる。

これに反し択伐の欠点は現実に明らかで，何といって

も皆伐に比して頚業が払暁侭e,'多額の生潅費を要するこ

とも否めない。

昭和の初年園は択伐万能の時代であったが,その時代

択伐の利点を相当買いかむっていたにしても，択”鞍

伐に比し生産費が同額以下ですむと考えた者はないであ

ろう｡只鬮家百年の大計から見れば,幾分の生産喪間勝
は忍ぶべきものと考えたに過ぎない。或は生産喪商騰と

云ってざ大部分は国民収縛の増加であり，設備菱にして

も後に使用出吾織もば大した掻失ではないとの意見もあっ

たであろう。

要するに，共後の成卦鏑&予想通りモあったが否かは別

として，とに角,択伐の利点はその欠点を充分棚5に足
＆

,ると認め，これを推奨乃至採用した管｡Gある。

翻って現状を見るに，色冷の泰補から択伐が行き備

り，高知営林局管内ても大部分続行不可能の状態となっ

ているが，然しまだ択伐非なりとの結鮪も出てし､ないと

恩わjfi,る。

〔二〕択伐作業に関するととども

－，揮伐作業と皆伐作業

国有林継趣規程に列肥されている作業級は数髄類ある

がその5ち用材を目的とした主なものは，皆伐作業と択

伐作業の二つで共他は殆んど取る涯足りない。

この二つの施業方法は鯛んで字の如く全然別個のもの

であるが‘実際的にはその限界がぼやけて来る。

昔のよ51こ,皆伐ならば利用の出来ると否とに拘わら

ず文字通り何も彼も伐採しつくし，また択伐なるガ識に

必ず現林木の大部分を磯存すると､､う時代はもう過ぎ

た｡凡そ如何な窓森林でも公平に見て今直ちに伐採して
利用する勃辮策と思われる林木と，或る期間係残し生長

の後伐採するが得策と思われる林木とは,多少に拘わら

ず，必ず含まれているの力導猷である。

事業的に成りたちさへ#れぱ.前者を伐って鋒識ま趣

すことが，自然に叶った方法といえるであろう。

作業級の決定に当っては勿溌これだけが因子ではな､、

が，かかる両雛の林禾が極端に混蒲していれば，自然択

伐を考えるようになり，後者が少く削渚力球部分であれ

ば,皆伐ガ諺えら迦ろ。

然し択伐であっても局部的保残握適するものが欠除し

て厨しば,無理に不適当のものを残すことは他に理由が

ない限り無恋珠のことであり，皆伐であっても将来性の

ある，しかも現在殆んど利用の出来ないもの迄侭擁すべ

き理由はな､蝿

従って択伐でも相当強度の伐採ガ毒えられ,叉皆伐で

も畿分の保戟木が考えられる。

そこでその限界であるが，一応残存木が爾後の施業の

主体となるものを択伐作莱とし,植栽其他腫よって出来

た後継樹が施業の主体となるものを皆伐の笥噸に入れる

こと釣難当ではなかろうか。いくら保硬水が多くとも．

それ芝主体としては主伐が出来ないものは択伐作業の部

類に入れるべきではなし､と考えられる。

従って，仮りに山頂部に立派な復層状態の箇所があ

り，取扱ﾙ､上からは理想的な択t噸扮･と腿め弱度の率で

Ａ
】

？

●

~

L「

露）前高知営林局計画課長
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当初択伐の利点がその欠点を袖5に足ると惚定したこ

とに誤りが無いとばし､えないが，また現在,袖5に足ら

ずと断定十ることも黙fたるを免ｵbないであろう。

或る秘嘩具体的である欠点と，オ鰯創抽象的である利

点左勘案し,取捨撰択することの困雌はいう迄もない

が，さりとて只，易きにつくだけ滝は斯界の発逮は望み

得ない。どこ迄もこの困難詮克服し,真相を把握するこ

とに心懸<べきで，只附和雷同，択伐是なりといえば猫

も杓子も択伐一点張りとなった往時そのまま．不可とい

えば一も二もなく拾てて省みない態度だけは慎しむべき

である。

＝，癌知営林局管内における蝿伐の経過

択伐作業も錘が未だ完臘迂･ﾗ篭令木が多数を占める

天然秣から,褒想の沢伐擢に誘導する謡合,各士現地

林分の撒成状態や,藻塊の如何によ､って適宜の方法鐸

らなければならないが，如何なる方法が鑑であるか，

これ竃現在の我・ぞ程鹿で断言することは潜越の沙汰と思

われるから，鼓に既往,高知営林局符内では‘如何なる

理念のもとに如何なる方針主たてたか，これを明らかに

して参考に黄したい。

高知堂林局管内で択伐が…こ取り入れられたのは大

正'5年庇,須鋳熱川方面経営区の…検禰からであ

るが’当時の状勢は，た壁針葉樹の混溺歩合が多く催良

な純分であるから択伐に変更するというても，そｵ,握け

で諾騨通る慧犬で，若し択伐左頚り入れたことが誤りで

ぁ湯とすればそれは当時の先覚譜がその責を負うべきで
あると恩やれる程,択伐総力詮国を風羅していたように
思5．そｵl權これ等経営区の作業級変更の理由はただ申

銀で．皆伐作業の欠点を並べ上げたに過ぎない。

択伐の方法は点状択伐，画鼎年は10年，伐採歩合27

％これを可鮨とし目鯉ともしてL､るが,様分謎理の意味

も含め露一回は釦％の伐採を行い，整理期20年零一

巡寸為ことにしている。この年はまだ択伐取り入れ早鈴

で大した那壷も研究も出来ていなかったというのが本当

であろう。

、翌昭和2年度．東部スギの瓢土でその美林の存す愚ヤ

ナ韮経営区の検討に当り，幾分WM蕊も進み,施業の指針

として将来理想とすべき法正純型滋柵想鍵した。

これに関しては本濫97号に詳細戦せてあるから翁躍

す患が，要するに，回船年10年で,択伐直前の祷積

“7錘伐凋鋤稜m6m3伐採歩合24%となっている。

勿論これは将来の目標でおちて謀実株の第』.回択伐

は'詰溌として，列“配,並に稚樹の発生,生挺を考

慮した，上厨間伐の趣旨に熊り実行するものとし，これ

に伴う｛鯵隠j烏合は現地の状況を藷礎とし次の通り想定し

・ている。

ヒノキ10％～20%

‘スギ］5％～40％スギの混涌歩合力鎗揃Iするに

ツガ40～601伴硫可者共伐診合が上昇

モミ，トガサワラ．アカマツ60％

針葉樹平均釦％

常緑鰹喬木（労シ，シイ等）80

林地に斜出する落葉〃（ミヅメ，シデ等)80%

其他の落葉優喬木65％

常緑亜髄木”

落葉亜衝木30

潤葉樹平均70％

かか為伐採を行う詰果，所定の回帰年たるユ0年壱は

実行出来ないのが当然で，整理期を20年としている。

但しこれで蓄積が回復するのではなく択伐前の蓄欲に

鋤舟する為には“年詣饗ｵ謬ることになってい．るが，現

在の天然林が老冷過密の状態であるため.再びこの状態

を出現さすのでは錘の“が出来ないから復帰前択伐

を織り通すことにしたもの，種あるが,その為,収獲斌は
錐二回目当時では始め一巡する迄の70％台に低下しﾕ00

％となるのは第Ⅷ分期以降となっている。これは換奮す

ればﾎ繩哩!のための過剰蓄戯を鍵初の20年間に除く

窓味であって‘その期間は平膳よりも過伐を計画してい

る駅走ある。

次の昭和3年野擾経謹区の投訂でIま殆んど前年と同じ

方針老あったが,只20年の裳理期に保続上の危腱潅縄

め，スギの多い腱良箇所だけは20年で進んだが，モミ

ツガ林や，またスギの歩合は多くとも蒋稜そのものが少

い締は30年に延長した。

こｵﾋ迄が大体択伐の創嫡時代ともいえるもので,差し

当りの伐採歩合は多いが，とに角，短か､､回帰年で調度

の択伐を繰り返すことが目標となってし､る。

この時代の欠陥は，何といっても計画として伐採趾が

過大であったこと置ある。

第一年目の西部モミツガ林の謹査に当っては,天然林
の中･露に坐畏のよいものぼかりを擬準とし,択伐後I龍

船てがかかる生良をするものと想定してあ愚から，後か

ら思えば随分無理である。，

二年目となり‘ヤナゼ方面の調査に際しては斯の如き

無謀は既に避け，生長の良否に拘わらず．択伐後に慨か

れるである5所の環境と同じ磯境にあると認められるも

のを標準としたから，モミツガの老令末のように．疎開

しても樹勢の回復するものが少ない樹捌･唾は幾分予想を

裏切られても，スギヒノキ等においては過大の見散りで
はなかったが，当初から窓雛しての過伐が多かった論，

､------25--一
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幾分でも生長量の俄下は籍手セある。

特に官行斫伐事業の締少は賭諏の辨膳から困難が伴

い，節伐の必要を穂めながらも，過伐を鏡行しなけｵもぱ

ならない場合も多く，景後迄悩まされだ柵根であっ

た。

越えて昭和4年大栃経営区の検w丁から択伐の職相に相
当の変更を来たした。

当時でも択伐に対する熱は盛んてあるし，特に同地域

Wk利のやかましい物部川の水源地帯であるため，択伐

作業の採用ぼ前提であったが,大体が般出の不艇な高峯

f癖が多く，徴かばかりのf癖廼は将蕊騨鱈城b立

たないことと．主林木が択伐に適しないモミツガであっ

たことがその原因である。

元来モミツガ，特にツガに至っては，蕊開すればする

程技条が演に弦がり所頗傘訟の状態となる性蔵があっ

て坐副想的な復層林とすることが困難であること，及両

樹弧共技条に柔軟性がなく，樹冠砂姻大となった大径木

を伐採すれほ附近唖存予定木を狐僻すること渤欲きいこ

と等択伐に好適な樹緬ではない。このような潔蟻幟択伐

採用以来数年の経過によって菱なおれたもので，漉初モ

ミツガな主とした経営区の検訂さはそれ程には考えてい

ず,二年目にはかかる欠点の少ないスギ濁逵紳木であ

り，三年目にはスギ弥職じ，四年目殆んさその混請を見

ない区城に至って樹孤の交善が施業上の－要点となった

のである。勿雷それ迄も，スギヒノキの補樋はなるべく

多く施行する方針であったから樹耐の交替は当然起き患

,問題ではおったが，それはどこ鐙も徐玲であって‘モミ

ツガも依然将来の主林木としての考えは捨てては居なか

った筈である。

さて大栃で採用した方法は，回帰年を断然引き延して

40年とし，現林木のうち針葉樹は約60％澗葉樹は約

80％も伐採し，跡地雁はスギヒノキを充分縦栽するこ

とにした。そして其の後の綴想は次の通りである。

（イ）一回婦年経過後は残存木も相当生長すると共に

集計淘叫笈殆んど林地の60％を占職る植栽木は略40

年生となっているから，第二回目の択伐は“天然生

木の約65％を伐採し,植栽木も非常に強腱の間伐的

鐘採を施行す馬。

（戸）次の伐採は問幾分残っている天然生木の殆んど

全部(約80％を見込んでいる）と約80年生をなっ
た般初の植栽木の約60％及鋪二回植栽木に対する強

度の間伐程度の伐採を行う.。

（ハ〉その次には第一回択伐当時から120年経過し′

殆んどり癖の染となっているが，その時の樹令は

120年生(これには少許の前生樹も含まれる）80年

生，40年生の三段購のものが,夫＊賂三分ノー宛占

領しそれが雑然と混漸するため，殆んど異令の復閣林

と変りがなく．如何機とも思うままの択伐が出来る状

態となる。

この考えは万一予想通りの推移慈見なくとも，とに角

跡地に噸泌さへして置けば，一回帰年経過後は最悪40

年生の造ﾎ"世となっているから,厩注の〕鋤地と“感

考えるとき保縦上の危険はない筈であるが，かかる恩､、

切った鋤展りは，当時一般的には択伐の異端者的の排

も相当強かつたざ然し鈷局これで推し通し，その後モミ

ツガ糠の択伐はこの型力轆本となっている。

以上記戦した所は倣か数簡の経営区に過ぎないが，こ

れは或る恋味笹のf露的で，こｴ迄の期間腫は全密内

中，針葉樹の多い経営区は′以上何れかに雛類する方法

で択伐になって居り，その後は以上の方針に対､する修正

袖足である。

その主なるものは，（1）前記のように，モミツガ遼主

とする区域ガ認鬮の回帰年に改められたこと，(2)束部

方面においてモミの天然枯損力珍くなった（これは択伐

に関係なく末蒲手天然林に発生したものである）ため，

その伐擬歩合堂高くしたこと，(3)同じ東部スギを主＆

する塵域においては，昭和9年産大曇風の被害のため，

択伐跡地の回帰時期を一律に郷､難くなり，各荊扮毎に

可能の畷削を推定し保鯲上支障のないようこれ堂案配し

て各分期腫織入する方法（こｵ'雲行跡の回帰する年数

の平均は30余年であった）芝採らざるを得なくなり，
■

一時的回帰年の意味ゼあった整理期20年を廃したこと，

(4)択伐跡地の天然被鐵逗鑑み樹群を難位とLずての取扱

いを九妹したこと等であるが，その後間もなく戦争時代

に入‘弓た為.(4y'の如きも却つだ優良孤立木の伐採によ

、､口実となったに過ぎない。

また林況地況に応じ制扮的に区劃し択伐区域,皆伐区

域現林木蕊存区鍵膵唾罐する方法も一部では採ら

れたが,紬局は皆伐林分中に莱権木が戦った恰好とな

り，択伐区域として回婦年により繰り返し得る箇所は殆

んどない産思われる状態である。

要すあに大戦により，択伐はその理念左失l4､，便釆雌

所,優良な林木の撰伐に醜ちたのであって，しがもそれ

は附近の便利な所にある択伐跡地迄及ぼした為‘所定の

計画に従った択伐跡地は実行年数の劉に少い実状であ
る。

補植の如きも大戦に入申受は勿禰徹底せず,手入腱至
っては尚更で、広大な林地が荒廃状態に陥ったのは談に

歎力管つしい次難である。

然し恐らく碓力迩当して､､ても，少い鮭喪這多額鰯収
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入‘を，また少い労力翰盗で多斌の生産鞭強いられてはか

くせざる蓮得ない訳で‘聴嫉その棚に当った者の罪であ

るとは紫より､､えないし，また皆伐'津剣域にしても便

利な山裾だけ実行して山頂部は放築したり，その跡地も

城執されず放置さ鯉たり，甚だしし､のは既鑑剃地さえ

手入が出来ず訴角の植栽木も雑厳木の被圧のため消哉し

たり，かなり甚だしい荒廃箇所も多い点からすれば'択

伐の罪でもあり得ない｡かくなるべき時代の芳繊しであり

要は今後如何にしてこれ蝉を雛理するか鞠嬢された問題

である5。

ただ,大戦迄に手飛時代を脱していた造林地が，が瀧

りの成綬を墨せて､､ると同襟,択伐跡地も，大戦の影響

を受けなかった地裁ば路予想通りの経過な辿っている箇

所もあることが，せめてもの慰めである。

最近商知営林局ゐ方針として・択伐は殆んど打ち切り
となったが，かかる大戦の影響を受けず所定の方鼠価り

実行された箇所は今後当分存慨されることになったのは

慨に喜ばしい。

大戦共他の影梼を受け，択伐の理念も将来の目漂も鍵

てを失い．只其場褒りの御都合室鑑這濫伐した跡地は何

時までも放睡すべきではないが，真面目に，粗当の信念

を以って実行した跡地は，その紺果力剰明する迄保存す
『8

ることは,ホ鐸界今後の参考の為にも望ましい所で'か

か為方針をたてられた商知営林局の当事者，特には裁決

された近藤局長に深離な器敬惣を表すると共に，今後少
くも所定回帰年の到逮ずる鐘即ち択伐後略40年間は’

この方針を堅持されんことを望んで止まない。

三，高知営赫局巷的鐸伐に対する批判について

商知営林局管内種，択伐が実行に移されて20余年に

なりその跡地も，所定通り実行されたか否かは別とし

て．粗当の面識に上＃つ'てい為。屋れ等を視ての批判$MK

分多いが,択伐に対するｦ灘の主なるものは次の賭項の

典5である。

1．択伐桧生産費が多くかkること

2．伐採に際し…§を掴蝿すること

3．択伐潅遥する復層林になっていなb､こと

4.蕊存木に示嘩が多く将来性がなし､こと

5．択伐跡地に被害木が生ずること

6．更新が完全でないこと

7．下木の生長が恐'､こと

こｵ1簿に対し一応私見な述べてみたL,。

勿論上記のｦ鱗は単なる撫であって，中には元氏の空耳

であるかも笈融ない事割もあろう，槌って誰に対する反

駁でもないことを，おことわりして経く。

(1)塞費が多くか上ること。

癖が鐸謄で生産識が多くかふることは前にも番いた

通り，何とﾊﾊっても択伐の股大の欠点たるを失はな

い。元来,択伐は一部の林木を利用する反面.一部の

林木像癖撫育しませしめるのがその目的であるか

ら，皆伐に比し多くの錘を要するのは当然･画，極蝋

に1,､えば間伐が皆伐より生寵斐左多額に要するのと五

十歩百歩である。只閲伐は一斉造赫の場合，必蕊止む

を得ないZ癖であることが．碓にも理解さ淑録認され

ていあが，択伐に諸いてはその必要度に疑問がある。

単に操業上だけの点から見れば，たとえ現実林に

は,“の上生長せしめ愚瀧可とするもの，伐採利用

左可とするものが混涌していても，将来はなるべくこ

れ莚銃一するよう努力するのが技術者の勤めであると

も､､えるかも知れない。

とに角，議論の如何に拘ｵﾌらず，一劃の地城内脾お

いて収穫すべきものと，保残撫育すべきものを膳に混

蒲せしめる施業方法が,操業上困難を伴うのは当然遁

生産賀蒟珍く要することも今更飲めて論ずる迄もなく

蒲手前から既定の剛嘆置ある。従って塞饗が多くか

かることそのものは今更の問題ではなく、かかる欠点

を忍んで迄択伐を行う必要があるか否か，換言すれば

択伐の利点がその欠点滋捕う腱足るか否かを究明する

のが肝要事であろう。遮て私個人としては,毎令書い

た通り，昭和の始園択伐論が全盛であった畷､でも，

昌の不便を忍んで迄択伐詮行うべきであるとの他念は

持てなか’つたし,我た現在択伐全廃の運命を見るに至

っても，なお択伐力謹面的に不可であるとの砿醗も握

っていない。

②伐採に際IJ凌存木転換賂すること。

これも亦幾分は止む菱得ないことで，間伐でも絶対

に残存木を損鰐しないとはいえ薩職。

間題は損傷の程庇ぜあ鵜が,現在の天然林におし､て

モミツガの大径木を伐採した場合，スギヒノキの幼令

樹を損鱈するj趨凰を以って将来林型釣蘂つた溺会の換

悠を律つするの賦卿か酸であろう。我持は旧藩造林地

におし､で間伐した経験もあれば，また轄殊用材として

その林分中特に犬径の優勢木を選んで伐採した羅験も
あるが，それ程他の林木転傷け霜もの君はない。

激のf乍つたスギの瀕醐型遥は伐採に伴う狽蝿麸上

闇木10%，中闇木15%，下層木20%以内と想定

し計画してあるが，現在の所それでも筒不充分種ある

と思われる資料はないではあるまいか｡ただモミツガ

の如き樹種で択伐を鯉行しようと-強Lぱ,相当の損傷

を覚悟しなけｵLぼならないであろう。

(8)榎層林になっていないこと。
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択伐作業を営む鍋合，その林分力鵜て復層林型であ

ることが理想であることはいう迄もないが，利用価値

の殆んどない不良樹翻の老幼木左残し，形だけの復府

林を作ってみても収謹の保鏡には何の得る所もないか

ら，庇蔭に鑿える小雑木がいくら林内に存在しても取

扱上からは復腰林と目すべきものではなく，利用価値

の商い目的樹穂の幼挫木が，その大径木中に多数混入

していな'詞t,ぱならない。

然しかかる状態は所鯛途中相であるから‘霊伐の

跡とか,暴風の被唇跡とかには剃蛎それに通,､林はあ

っても，自然の維放礎された天林然には殆んど桑在し

得ないのが本当で，龍た倣か一回位の択伐で直ちに実

現十る悩鍾のものでもない。

従って鍾薄林でなけｵ1,ぱ択伐が不可であるとい5こ

とば.愛す．る腱択伐f感そのものを否認することに外

ならない｡択伐仙錐を森ﾎ縦営の－1"iとして認め
るならぽ,如何にして復掴林に導くかが問題香あって

現実林力噸層林でな､､とか，或は僅か一回の択伐置

復胸罐になっていないとのｦ雛は当らないであろ

う。

鋤蹴罵灘蕊誰跡腫…愚窺雲奮あ
るが，師こも書いた通り‘何もその為択伐力悪,､ので

はなく，かかるものぉ残した実行の罪，否かかる爽行

を余議なくさせた時代の卵電あろう。

択伐本来の目標がそこにあったのではなく，少ない

罐で多額の収入を押しつけられた場合，悪いものを

伐って良L､ものを蕊す方針茜寄られなかったのは止む

を得ない成り行きであろう。

皆伐でも便利な山裾だけ滋伐採し上部は放棄して他

へ移った所もあれば，間伐でも艮木だけを伐採した所

があっても，これ等力鞍伐の罪でもなければ，間伐が

悪い理由ともならない。

但し如何なる理由があったにしても，現実に択伐跡

がかかる状態竃あることは決して良1,,ことではない。

この錐放厩しても．また撫育を加えても，良い林と

なる晃込のない所も多いから，何とか整理の必要があ

ろう｡そ聯今後択伐力難行出来ない状態となっても
それは択伐そのものの穆悪とは匿分すべき毛あろう。

⑤択伐跡地に被害木が生ずること。

択伐跡地ほ詠内の雑木簿が除去ざれ遠方より見透し

が出来る所から立枯木が未蒲手天然林より目につき易

い関係もあり，実測の繕果は肉眼で見た当初の感じよ

りは少なかったのが私の体験であるが，と挺角強庇の

択伐在行えば，残存木にとっては急激に現境に鹿化を

剖蕊すから，枯狐木も拠分多くなるのは否むことが出

来ないであろう。間伐にしても，その手連れ簡所I薄対

し，急激に強度のものを行えば,被害を受け易くな為
のは明らかである瀧,斯かる間伐藻異例であると同蝕，

択伐でも従来全然手のスダって1,,ない天然林から択伐林

型に導く場合.第一回の択伐種急激な変化は．共後に

はないであろう。将来林型酋謹う割合,凋囲の林木

によって保護されてし､ろ状態から，他の林木より抽出

した優勢木となる迄の藻塊の変化ぼ徐‘寺に行われ,次

第に抵抗力を錐うことになるから，将来は別に蕊噸す

べき程の問題セはなく厳るものと考える。

(6)琴『がまで左いこと。

昔は択伐作業と天然更新を不可分のように考えてい

る者力顎当多く，人工栖栽は択院f霞の本旨冠はない

と云う者もあったし･ぐでも幾分これに通､考えを持
っている者もあるようであ鶏。

勿論樹髄と潔境によっては天然更新によらなければ

更新の出来ないこともあろうし．択伐でなければその

天然更新が出来な､､ことも無いとはいわない。

然1罰ﾐ伐さえすれば天然更新が出来ると決ったもの

でもなければ皆伐よりも択伐が天然更新の可能性が多

L､と応断言は出来ない。ア釣マツの如きは，択伐より

も皆伐の方が遥かに天然更新が容易であり．スギなど

でも適当に母樹があれば，択伐と云えない程砿<林地

を疎開する方が，稚棚の発生も生長も共に良好であ

る。従って，択伐侭錐と天然更新詮結び付けて考える

こと!汚…:無理であり，皆飼1雲でも天然更新が出

来さえ､すればそれによって何の差支えもなL､ように，

択伐1鐸であっても，天輝新が困難ならば人工植栽

によっても決して不都合はない筈である。若しも，天

然更新が出来ない樵択伐が不可であるとするなれば，

皆伐作業でもそれが出来なければ同じく不7江と云わざ

るを得ない。また,どの途人工植栽憩行うよう厳れぱ，

皆伐で綣臘で択伐の必蕊がないと云う者があれば，そ

れは単に奉謹iを行5為《畷策と云う錨であり，

あまりにも択伐蓬熱したものであろう。

・高知営林局管内の択伐実施に当っては．天然更新に

大した期待を持たず.大盈的揃(菅の計画であったか

ら，天然更新の実現を見なくとも，少しも期待に反し

た現象ではないのである。

但し，計画通りの棚簡も，その後の撫育も出来てい

ない為，更新そのものが完全でないことは事実である

が，これは(4)腱述べた…竜に不嘩分琴いことや，

また所定以上強度に伐採されたこと同雛，その理由は

他にあって，択伐皆伐の整別はない。

《
咽

必

N

心

1J

一

－28－－－－



ー

_【，

丑

ム
ヨ

山 崎：林雲雑穏

(7)下木の生長ガ狸いこと。

上木の生長を期待し，その樹冠下で後継樹を養成し

ようとする場合．その下木力郵来の生長をしないのは

当然で，これは天然林に鈴ける各個樹の生長経路を洲

査すれば明らかな所である。ヤナセ地方におけるスギ

の渋正林を想定した鴇合でも発生した稚樹力噛高面匪

零即ち樹高が1m余になる迄に要する年数を超年

と見て居るが，それでも一向麓支えのない腎噸になっ

ていろ。現在の択伐跡に1“されたものも，その後適

当の撫育が”つったものであれば，これよりも筒生長

が悪いとは見ら”ないから,紬局下木の生長が熱,､と

見る人があれば，それは見る人の露準が滴b,のではあ

るまいか｡勿論皆伐跡地の植絞木に比較すれば悪いに

相逮ないが，詮ｵ1経の生長を期待す茜のは余りにも欲

東亜の森林植生（形成選機）
‘鈴木時夫著

古今響院発行（昭和27年6月）新四六判

173頁，価150円

署者は東大農学訓直物学教室勤務の鯆学着であって，

1934年台湾の森様植生に瓢張の蓋染め戦後は本土の

森緯植生に絶えざる愛蒲を示してし､ろ。

わが国の森林植生に対する生態学的研究の儀向ほいろ

いろの学派の影響左無統制に受けて帰一するところを知

らないとし､5悩みから抜け出せない実状淫ある。このと

き著者はBlaun-Blanquetのチューリッヒ・モンペリ

エー学派の方法にDuRietzの北欧学派の老え方蓮注入

することによって鯛通した結果を暇まとめて．東亜森林

植生に対する生態学的解明の砿信ある実証的提案左試み

たのである。

本書はx緒言JIXI亜赫極鋤月の組成礁一単位の抽出

虹東亜群*極錨ﾛの相観読一麺化の遮樫Ⅳ地域各論一

琴型の応用v結寳からなり，取扱5範囲は日滝0島の冷
温諦以齋函熱帯までの極嬢相輪*であって，これらを群

議合度にもとづく標緬iこよって議集(Association)

に区分･L更に上級q蛾の群団(Ailianc印に統合してい

る。その緒果10群団28群梨泓分類されていおが,現

在の日本に懲系あるものと1-,ては3識剴、瀞鍾拳げ

られている。

が深いと云わざる詫得ない。

(8)結び

以上並べたように択伐に対するﾖ雛は相当多いが，

これ簿推直接択伐に起因したものではなくて他の理由

により歪められたものと.蛍た択伐作業実施のために
は当然当初から擁Lでし､なりれぱならないものとに

大別出来る。

前老は今後再び繰り返すべきものセはないから，そ

の非難も消滅すべきものであり，また技術者として消

滅させなければならない問題であるが,後謝ま今後共

避け得られないものである．従って今後択伐実施に当

っても後者のよ5な点は覚悟して，択伐の利点,換言

すれば皆伐の欠点と睨み合わせ，それ鋤職慢すべき範

朋内であるか否かの検肘が必蕊である5．（つ塗く）

次いで箸若は植生の粗観徽をとりあげて.Warming-

Rgmnkinerの生活形とは別の線を行く独自の見解を明に

し,GriesebaChの生活形に輩できかのぼってこ1が再

認撤を強調して巧妙な技術蝿作によって組成白癖落単位

の頚型化膵成功し,多くの群錐の林冠と林床の優占剛を

大観して比較的少敏の植生類型を選びこの梱生類型仁よ

って群落謎､蕊せしめてし､る。そしてこの植生類型と環、

境条件の温腫水,光,風土，生物との関係を詳細に

吟味して植生と環境との関係は組成的単位たる群団や群

集蛭使った場合よりも餐易に叉適確に考察し得ること童

われわれに示している。

植塞浬の実隙飾適用は台湾と日本において試み,両

地:を通ずろ気候の特性を畔の因子に分析しない所諏痩'
合因子によって解明しているが,植生の形態と配謹に鐙
も潔い影響を及ぼしてい為裡合因子を特に主動因子

(motivefaCtor)と呼皐とき東亜では主動因子が季節風

であることを独酬している。

*Wは体裁からすると－4冊子にすぎないが，その中

にもられた内容の原動力は実に著者20年におたる血と

汗の鍔力の結晶で撫林華学の職に新しく提供された
実証的iこして耐削的な見解そのものにああ。この点以外

に著瀞の方法強的な立場の匪秀性に感じた私は斯学に興

味をもたれる方.々は勿論一繩準術者に対しても一暁

されること麹特に齢すすめしたい。畷田鋤

× ×

× ×
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‐どんな樹や草詑使-つ.たらよいか(2)

倉田誌二郎（赫業試験場･選博）申

－嘩

1[適応力が大きい

緑化用の植物の適応カガ球きいことは，他のどのよ5

な条件よりも軽く染ることはできない。元来山崩れ挺し

ろ，ハゲ山にしろ，砂地にしろ，どこも植付，蓋き付，

生長には,不適当で,苗畑や，普通の植林にく､らべて大
変困難である。そｵ1毛．これを乗り越えて緑化するには．

特別の注意が必喪であるが，まづ使う木韓それ自体

の，適応力勃球きくなければならない。

概して砂防地はヤセ埴であって，なおそのうえ乾燥し

易い士地力参､､ので,これにも耐えることが喪求される。

すなわちよくない立地条件でも，よく発芽,生育する弧

類のものであり，植えたときも上<活着するものを選ぶ

べき冠ある。さらに病虫害の発生,危害1こ対しては〃健

全な林と，めく｡まれた環境が…1も大きいわけである

が，砂防地では逆で，ともすると弱いから，寒暑に郷、

ものをえら墨と同じよう腱，よく病虫害に耐巽るもの左
週甑ねばいけない。

〔1〕活着が易しい

生命あるものが,生命の持縦を図ろうとすることは当

然で,種子を篭き，苗木を植えておけば,発芽,生育す

るのは別に不思議微ない筈だが，もし，霞いてもよく生

えず,植えても槻し鶏ということがあれば実はそのこと

自体がおかしい。しかし,実際上はこの失敗も多くある

が，これI鏥命的なものではなく，吾盈の技術の欠陥に

よる柵合が伝とんどである。

しかし，個,々 の植物に侭差があって，劉合揃単lこ，よ

く活蒲するものがあるの垂,できるだけ，そのような穂

頚を逸ぶことが必蕊となってくる。

たとえば草ではウイーピング・ラブ・グラスなどは特
にすくれているが“エ図)．なお雑草とい3つれているも

のにも，かなり適応力が強く，よく発芽し，活蒲も易し

く，雀く時期の巾の広も､ものがある。

しかし木では束よりもむづかしく100本植えて皿0本

全部活管するとは限らないし，また植付時期が少しおく

れても，あるいはI瑚靭が2～3ケ月もずれると．ほとん

ど活着せず，そのために植栽を来春まで延さねばならぬ

錫合も多い。

一般には権蔑は秋か,春，それも5月中旬喫蚤で，6

転麺一圭三

第1図

注目すべき治山用の章「ウイーピング・ラブ･グラス」
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月，7月，8月では山地の植付は不可龍とされていた

が，年中いつでもI“さきるものがあれば.斑翻的なわ

けである。ところが幸なことにイタチハギによって，こ

の望黙力罐しうるのである。

まず孤子は6月，7月もまけるし，挿木も貯蔵した範

なら問題はなし､し，かりに貯蔵しない麓でも全く駄目だ

ということがなく，銃者の今までの鐸這はこのような

特陸をもった木は漉多権億ない。

また植付も6，7，8月だも地上部左3寸位の所で切

って植えるか,或は葉を摘みとって植えれば（もちろん

運媛中苗木を乾燥させない)，ほとんど皿0％が活着を

す為。（第2図）

第2図

ハケ山に？～8月に“したイタチハギ
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倉田：どんな樹や蕊を使つ傘装いか

すなわちイタチハギは雀き付や，糎幾の礒斯がとても

巾が広く，事業上大変助かることが明らかになった。

このようなことが，ブサアカシヤ逵もあてはまって，

瞬也の植栽地域では6．7月でもまけるし，また団子苗

･翻嘩群期の巾力愁<なったことは幸である。(第3図）

今後なお研究の詰果,いっそう録ｲ閣議鯉の巾が広く，活

藩率も，向上していくと思われる。

錐3図

ァ筋カシャの，団子苗
一一一 ー

”

－－－－土

〔2〕ヤセ地にたえる

本郷勺にヤセ地を好む木があるとは思われない。しか

1-肥沃地に生えたLざ､G,ヤセ地證好むかのように，ヤセ

地に艇<生える草や木があることは率実である。鯛''ど
ももっとつっこんで.何故ヤセ地左求めて，そこによく
生えてく為かとい5根本的な原因を骨わめてからでない
と，本当のことはいえない。今までこの琴在，そのま
ま梶うけて，ヤモ埴を好むと解さｵしていたものもあるよ

うである。

例をマツについで考えてみよう。

窓の刷擁によるとマツの天然生の識が,ヤセ地に生

え易いのは,実はマツの砦苗は非撒にフザリウム菌に優

され易く（第乳図)，その溌度は肥沃地ほど，日賎地ほ

第4図

フザリウム麓と被害苗

、

’

ど激しい。すな副つち肥沃地は菌の生活に適していて．そ

こに育ったマツの若苗が弱･冷し<，病菌に侵され易いた

めか，ともかく被害が大きい。逆にヤセ地は苗の生活に

適さないか，或住このような処に育った苗は丈夫で耐痛

性力球きいためか，ともかく窪されないか,或は，その

程度が少い。

要するにヤセ地では病菌に優さ沁ずに若苗がよく生え

るが,肥沃麺では，逆に痛菌に侵されて育ちにくいか，

あるいは全然育たない・との逗とが明らかに錘って，マ

ツがヤセ地を本質的に好むのでなくて，実は痛菌によっ

て，結果的に，そのような現象が起ることが理解され

る。

從って，病菌の侵害がないならば，ヤセ地でなくても

生立するので,生長の点からは，却って肥沃地麹まし

いわけである。

この道理は，マツといえども，病菌に侵され易い若苗

時代を過ぎて，満1年生以上になった,菌嘗を回避する

力のある苗であれば’肥沃地力麺してい悪事実と照し合

せて理解できる。

すなわち病菌力認いからやむを得ず肥沃地をさけて，
ロ

ヤセ地に天然生立の朝所篭求めているにすぎないとい5

ことである。

見方を力髭れば病菌に弱い若苗が天然に生立し易い所

ほど,実は菌の生育にも適しないほどのﾔｾ地で，どの
ような生物にも好ましくない所ともI､える。

またヤセ地は天然更新に適してはいるが？生長に適せ

ず，逆に肥沃地は天然更新に適さないが生長に適してい

るどもいえる。特に,今まで，ヤセ地にたえると考えら

れでいた滋蕊の場合に，この恢向が強く蕊つれる。

この原因をきわめないで,結果をそのまま本繩勺な性

磁と早彰えして判断していた誤りが.ヤセ地を好む樹弧
があるかのような錯覚を起さぜたようである。
このためハケ山，ヤセ地，砂地などにマツ蓬植えるの

が,第一だという方法が，長く行爵謝1，てきたのである

5。

もちろんヤセ地にたえる力力戦髄腫よって大小がある

ことは認めねばならないが,苗木を植える場合は一応白

紙にかえって考えてみる必蕊がある。

さらに別の点からヤセ地にマツ逹瀧え為こと迩換肘し

てみよう。

それはごツは例えヤセ地腱たえる力がかなり大きくて

も，マツは生長のためには肥料分を必要とするので，そ

の輪源がなければならない。

このたあに山地植戟でもi鯛筆砂轌の場合も，植栽

の時腱肥料を与える。しかし，与えた肥料も，それ力噛

－31－
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倉田：どんな樹韓を侭づたらよいか

木の生長に，そ5年を吸収きれては‘永年もちこたえる

ことはできたい｡それで,その肥料のききめが,なくな
あとマツの生長はおとろえてくる。このために年共適当

に肥料の#鵬（趣巴）なすればよいが，実際的には行わ

れにくいし，また今まで，そんな例がな､､ようである。

従ってヤセ地であればあ愚ほど,早い生長懇期待し

て，早く緑化せしめるたあには，例え，向い水のつもり

で,植付の際に肥料をやっても，し､ざその効蝿§なくな

った時でも自力で肥培効果を発揮させる必要がある。、

これにはいわゆる肥料木華が一謡適しているわけであ

る。

（イ）肥料木草の意義

肥料木とは，林業上に使われる総別の言紫壱，一名肥

蛎ドともいｵつれているが.簡単にいえば,農業における

緑肥作物に相当する。

鐸における縁肥作物は，広い意味では豆科以外の作

翰を含む場合もあるが，ほと応ど率作物に限つ･こ用い

られる搦合が多い。

錐者のいう肥潟木は：一

陛生遊離窒素固定を行い，地力の墹遮と栽堵値物の

生育促進の機龍をもつ根瘤木lきある。

次にその主なものをあげよう。

1．マメ科青烏トケナシニセアカシキ，英国ト

ヶナシニセアカシヤ,ニセァヵシャ，

フサアカシャ，ネム，イタチハギj

、クズ”モリシマ・アカシヤ，ヤマノ、

ギbミャギノハギ蕊

2．カパノキ科ハンノキ風，ハンノキ，ハマハンノ

キ，ヤマハンノキ，ヤシャプシ，才

オバヤシヤプシ,膣メヤシヤプシ等6

3．グミ科グミ属･ナツグミ，アキグミ，ブ1ワ
シ戸グミ熱

4．ヤマモモ科ヤマモモ鰯ヤマモモ。

5．モクマオウ科モクマガ･ウ属，モクマォゥ。

6・ドクウツギ科ドクウツギ風，ドクウッギも

7．マツ科イヌマキ属，イ浜マキ．ナ蕊

8．ソテツ科ソテツ風，ソテッ。

次に，この肥料木斡:，どんな方法･唇，銅調定する

かについての学説の概要を，参考ま℃に述べよう。

（官）鑛駕固定作用

肥料木草(根痛植物)泓土地副I》やすの侭,根撤菌と
の共生鍔掴定作用によ潟が,どうして空虹中の遊離窒
素が"植物の鍔となる窒諾化合物に蕊化するかい､う

作物については，これ葦でアゾトバクター索根瘤菌に
ついて．多くの研究力澆表されてきたが，まだその根本

問題である…鍛初にどんな化合物に蝿つるかと

いう点については瀧峡されていない。

今震看の主な説は，アンぞニアとヒドロキシルアミン

説と腱分けることができる。

アンモニヤ脱とは，窒素固定菌はあたかも工識勺な壁

素固定と同じよらに,高い能率をもった酵素の作用℃，

雀ずアンモニアが合成されるという錘ある。

しかしながら，これらのアンモニアは固定作用とは直

接蝿係のない，二次的生産物と考えられるところが多

く．だんだん侭じられない傾向がある。

ヒド画キシルアミン説とは，フィンランドの化鋳ビ

ル数ネン氏が琴11噸に包し､て研究した鋤&を発衷して

から特に有名になったもので，その大要は，空気中の遊

剛豊深はある穂の酵素によってヒド芦キシルアミソとな

り，これ鋤靖機物と結合して，エルアスパラギン酸にな

るという説きある。なお根瘤から鐸化合駒が分泌され

るとい5ことに対1-,ては,毒持者も少<ないが･反対す
る人もある。舗憲の考えでは根撤から琴化合鞠力冴泌

される,という現象は，肥料木の混植効果左説明する上に

おい鍾誠に合理的で，この説による方力遜解L錫し､。

,以上要するにヤセ地にたえる樹や蕊とい5も？幟，ヤ
セ地に天然に生立し易いものであるという老え方を一応

ご破卿；にして，ヤゼ地をも肥沃地に順次腱変化していく

幹木,すなわち肥料木草をえらぶことが，ヤセ地にた

たる木や草滋嘔り上げることよりも‘…種とい愚こと

で，その次に,肥料木草と混鐙鍼1，ぱヤセ地にも，よく

たえる樹草なえらぶ行き方弱窪差しい。

〔3〕乾燥地にたえること

吾士の対照とすあ荒地，ハケ山，砂地など,砂院造林
を行う脈対降して乾燥し易い所が多い。

もちろん広い日本壷あれば，例外の場所もあろうが，

もともと乾燃ということは潅秒乳､でもすればともかく，

人為的にこれを予防したり，麺上さぜぉことはむづかし
い。

それ故に本貿的に乾燥によくたえる植輪をえらぶこと
勃均窪となる。

このようなものは大’織卜葉,緬葉,少葉で，蒸細が

少し､か，或は耐摂性で深く地中の水分にも,癖するもの

が多1‘､よぅ.ごある。

しかし，このような撫吻ぽかりでは他の要件を澗足Fナー

るには充分とし､えないので,菰共の草木を混漸するおけ

で，その艇うなものの発生,生長曄適するように,砿草，

埋蕊密植寸るか,凸部に階段徴の引水極斜で.水の嗣

分を図るとか（趣)．その他G,土地の乾燥蓮防ぎ，

或は水分の保持を行う。

室
旦

P

夕
拳
心

へ

し』
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、荊田：どんな樹や蕊左僅ったら,kいか
－ －

なおここで付け加えておきたL､ことば，湿地によく育

っているものが，必ずしも乾燥に弱し､とはいえず，篭た

この逆もあることである。

例えば水田，河畔に多く見られるハンノキは,実は山

頂,乾燥地に多く見られるヤマハンノキよりも乾燥に強

いし．“5図)，逆にワザビ田のように水力鍵れるほど

獺‘している湿地にヤマハンノキカ泣派に育っている辮実

を忘れてばならない“6図)。

第5図

畢審ご積れたヤマハンノ嚴苗

第6図

ワサ･ピ田のヤマハンノキ

このほかにも湿地左好むとされる落羽松は，かなり乾

燥地で.却ってよい蘂裳しているとし､う島田氏の報告

があるが，これも一つのよい例といえよう。I

・姥わち，天然または現実の限られた現象蓬みて，そ

れにそのまま一方的な詰繍を下しfし主うことは危険

で，な鏥霊や,色々の現象左も見逃す．ことなく，広い

視野で判断すべきである。

“病虫害にたえること

環境の好ましくない処で賦,病虫樫が多く，折角の労
苦も水の泡になる￥とがある。大体砂坊造林地では，茜
筈の発生はほとんどないといってよく‘＄し発生すると

しても，一応復旧して，植裁木が鯵閉してから後が多

く，この時の害は治山，治水上からは，それ程問題とな

らないようである。しかし虫搭｡､動翰の害は時には醤大

君‘致命的な結果を招くことも少<ない。

錐7図

ナミドクガ

幼虫8．0mm

例えば兎智による枝幹や蕊の蕊,羅鼠によるまき付

地"楠戦地の掘穴にkる乾燥の害や活蔵妨害,穂子の鳥

害から，昆虫によ毛新芽.斬紫の食害など，とくに昭和

27年春，玉野市地方一補に発生したナミドクガ（第7

図）の被害は礎F剛渉iこ及び,新樋したぽかりの苗も一

時は伸畏がとまった例がある｡，

第8図またニセアカシヤは或寵のキ

ーセアカシヤの謁虫クイムシ“8図）に侵きれて

蕊
幼虫4.0mm何ｵ蝿謬を出して，隷化を妨げ

ない（しかし,挿木,埋幹,桜まきなどでは新諜力箸さ

れる影饗は小さくない)。

ニセアカシヤではキクイムシの習性から粗秘した場

合,孤立木の状態のものに発生する傾向があるので（雄

9図)，密植すれば防止でき,･予防できないほどでもな

い。

もちろん，将来大虫害の発生で，大きな被害をうけな

いためにも，樹踵を混濡して，最‘限度に“,‘､とめる対

策は立てておきた､､。

これまでの虫害で．蓑づ思い出されるのが塗マツクイ

虫である。‘ヤセ地のマツの単駒琳でしかも，活カカ蕊え

ていては‘マツクイ虫の答で一たまり焔ないことは，過

去の事例がよく立証している（難10図)。

もちろんマツクイ虫の皆のない地方は別・であるが，既

に轆害のあった地方畷、図）でばこの点からはマツ

麹砂防ｵ職に用いることは一応検討しなおさねばなる雀

･－－‐33．－-一・
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倉田？どんな樹や準を使ったらよいか

岨

皿幽

酌

第 9図

ニセアカシャの虫害

1

第ユ0‐図・

ヱツクイ虫で，切られても､<マツ林

'

い◎

もしマツクイ虫が実用的に，入為的に駆除予防できる

ようになれば，別問題笹あるが，今注での所，これとい

5キメ手がないようであるし，またあっても薬剤による

方法は．実行困難ごあり，また早期発見で.焼却する方
法も"嘩的な予防処睡と{熱､えない。

従って被密地ではマツの施俊は中止した方が鐸であ

るが,噂島.兵廊の各縦では，マツ調衝えられていない、

のは，賢明な策と､､える。

しかし，マツ林とし､えどもH鴎列章などの混値によつ

第11図

マツクイ虫被害地

第12図

ハケ山がヒメヤシヤプシで立派なマツ林に

て，丈夫なマツ林饒12図）となればマツクイ虫の害対紫をとることが肝心.である。
をさけることがP曾きるようにも穏嬢されるから，このよ⑤寒暑にたえる

5な翻壷,研究は残きれている。日本の気候は硬雛温帯から穀lfに及び・裡雑F種ある

要するに鍛虫饗,その他噸h物の害ということも一恵から，気候的に適応性の郷､植物力浬ましい。例えば温
は予想して，なるべく，多価類の準,木を使って充分の帯に侭うちのでも．暖帯でも，寒謝にでも適すｵ1,ぱ，菱

，.--一一一誕一

■

■

a
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倉田：どんな樹韓な使ったらよいか
－－－由一

.苗その他の点からあらゆる点で諦合がよく，またよ

り安全性勃域きい｡す輯つち鍵用上.一霧好ましい
のは厩帯にも，寒帯にもたえる樹草であるが，しか

しこの条件に合うものはそう多くなく、却って劃一

的にある穂類のものを使うとへい害が起る。~

それで現実に1蝉する堀所には一定の気候的な型

があるから，それそｵし温幣なら温辮に鰐1fなら暖帯

に適する髄頚左えらべばよいわけである。

樹草の一覧表礫1表第2表）に示した狂う

に，アカシヤ類，モクマオウカ鍵さに弱いので，千

韮県よりも西の波L､太平津岸地帯iこ適するが鋤それ

より剴噸馳方や勘梗県出雲市以北の日本海岸地帯や
山岳地方には適しなL,し，オオシマザクラ‘ヤマモ

モも，これに準示るとヵ域い幟ハケシパリは，商山

地帯,準高山地裕のような，一般の樹木では寒すぎ

鰯鰯
る所でも，よくたえて生育するので，こ

帯では好ましいとか，気候的に纈俗にい

適木的な選択も鉱喪である鰯13図)。

樹菰

醒
画

〃

凡

本 部・支部分会動静編集室より
ご一言一言一=ニーニニー-－－-=一言一一一二三一ﾕﾆー ｰー 三ー二三■

◇叉しても本号の発刊力鞍れたこと篭33詫びし室す。◇○本会第3回講準
その代り内審については御覧の灘崎息廷と充実して来た

下記の通り開催した。
こと堂以て埋め合せとしてもらう．本誌も漸次…噂に

期日加月7日午後2時から 林業界に於ける錐一誌としての実力遼鮒えて来ると思
溺所本会5．謡集委員の並盈ならぬ協力に依るものでああ。◇問
識師松川理蕊本濫に対す愚希望,注意,意見噂お笂付の点があ洲過
斌題台湾の打ち開け話なるべく細大i達係らず何でもお剛力錘願い庭い・あぐま
○林業写真コンクール展でも会風のための雑麓として，或侭椴関誌としての使命

袴3,周雫記念の綴譲淳翼ｺﾝ'声ﾙのｽ懇作品の議雛癒蝋齢撫嫡灌擢蕊
展覧会蓬10月1日以降次の通り開催し'何ｵしも好評識産して殆んど時を同じくして鍵行することになった・
を博した。

農鰯躍篭溌驫､蝋篭蕊鰯鴬、月ユ日～如月型日岐阜采山雛i鰯局
10月22日～10月26日日林協奥羽支部 年は狸月の中旬迄にI熊全蛎鍵を終る予定である。御
五月1日～n月3日日称協新潟県分会琵唖り素購しい出来ばえ電既に入手された各位から好
皿月7日～''月廻日加茂鋤{滴等学佼評を戴いて居るが，印刷部数の閥係で予鈎〆到り後申込
n月25日～11月26日穂山染林溺課まれf坊には或はお送り出来調,､方も相当できるのでは
○計算尺使い方識習会ないかと思う廼賊にお気の撫である力怒しからず御諒承
次の予定鞍以て各支部の主催によって実施する。願いますb(松原龍）
n月27日～n月29日四国支部

昭和27年n月5日印刷頒価40円
廻月'1日～12月3日名古屋支部

昭和27年n月ユ0日発行（送料共）

林業技術雛“号
第4回講演會邇知 （欧題粥36号･発行部数ユエ,600細

超築発振人掻原茂
次の通‘開催します。在京會員は自由に御 印刷人山名富哉
鶏取下さv,。、 印刷所合同印圃株式会社
日時12月17日午後3時

発行所肚幽法人日本林業技術協会場所本会
′東京都千代田区六番町七瀞地

識師流山治水協会津村溥郎氏
冠話(33)7627番･擬替東京釦銚8寄

淡題印度の事術とヨーロッパ見1冊
－

－35－
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◇樹氷一鵜広営林局報一鐸2巻10号）

ﾎ礎綱成群を誌礎とする森休施業法諦習会21銚一良

公共企錐体労働関係法の改正山口英弘

子蝉“及び会胃怜確，石田忠良

職；鍛料（附録）

◇青森林友一壹妾営舜局穀一(第49号）

農地識と林野整備の賭問題（1）佐藤彦治

仮脱検定の遮礎石川栄助

ヒパ毬果の形と系統分類に就て吉田蕊一郎

早池峯山膜崩積土の物鴎的性質について｛蛾保議

ｽ鰯溌購瀞腱対する議識約{議鐸
1｡

◇山脈一前橋営赫局報一嘩3巻10号）

アカマツ母樹遺鼠性研究試験 ｛綴正室婁
愈源開発と奥只見梶本幹一

‘‘ろりはむし，’について加辺正明

苗木村を訪熱て小蕊上虞一

◇局報一長野営林局一嘩13号）

林業労務誇理の賭問題蕗本武

国有林労務“の反省と課題北沢啓司

公務貧法から公務法へ森正作

軌条式単軌木馬につ､,て“俊彦

木曾における訟醗性土壌とその詣標植物林侭一

蕊増鐸体埣労働関係法の適用にあたりて太田和夫

｛認驚ある測尺錆果の分祈

台車インクラインに就て新津七造

◇高知林友一簡知営耗局報一(癖12号）

分業製炭の成績について三宮正明

「あかしあもりし蓋」の植栽に式､て竹下庫吉

進ノキ温床（冷床)利用一回床欝零年生山本茂
造林について

コウゾの蝋殖に関す場研究（2）兵頭1醜

◇日本林学会誌（獺4巻10g)

蔑霧乳謝燃斡侮;蕊認雛鱗島MW"

ﾂｲｽー ｽーﾎ材識翻'に関する2’3の爽験(織三M
血液接着剤に関する斫究（Ⅵ）海鳥藤順

謹貌惑夢蕊辮謂型懲る｛議利臭

樹蕊灘騨慈織灘{撰鴦

､

主要記事案内
、

､

◇林業経済“48号）

県行造林分JI渉合に見る契約地代大崎六郎

山村経済榊造の腿開（1）半田良一

カナ〆に於けるパルプ材の生産（3）村土準(駅）

東京深川市場の材価変動の統計的考案（2）赤井英美

◇月刊林材（”堵10号）

国有林公tt論満田竜彦

民林業の性裕と林業団体の在り方島田錦蔵

商取引としての米材の賭問題（1）武渚良吉

ソ連･中国の自然改造と植林高良とみ

◇木材エ業(Vo1.7No･10)

木材細胞膜の溌造原田浩

曲面合板の欠陥と湘圧器による圧練楠本喜代太

ツャプリs,iンの話中塚友一雛

木材の診拠蝿濫の進歩（4）滴水翰

{瀧謹曲木乾燥条件に鵜する基礎"WW

｛綴蕊単板上のグルーの硬化

プラスチックスの研削罰I所法小林昭

◇山林"o.821)

赫讓用肥料としての熔成苦土鱒肥及
固形肥料に就いて芝本武夫

立木幹材奉について杉本肇

木揺の戴きとその診断丸山正和

捧の鵬f‘久賀勘，，三浦伊八郎
l

優“桑の解説慨築室

◇北見鉢友一北見営林局報-(VO1.1No.3)

北方森林維営の視野広田実

物品の亮払代金の延納について岡田蕊一

職階燗を道具とした新任用規則と総与準則②森谷季男

滝ﾉ上越林署瀞内槌物目録（3）岡本省吾

◇寒辮林一旭川営林局報-(NO.33､

艤鱸
石狩）1I源洸原生林

総合抵況鯛壷報管

制嘱古潔施業指漂内士溌図説（2）

エゾマツを侵力寺勃イガラムシ 商橋啓二

苗畑雑感材樫善夫
麹二別陛林署管内における麹坐桂物に就亡長谷川敏森

L

と

亀
「
１
１

愈難稗馨蛭陣よるｽ苧.ｱｶﾏﾂの
アカマツ材のバルブに関するWM(XVn)

千葉茂

幡克美

中塚友一郎ｱ､蕊溌溌識苧たび燐酸含錘膜

－36－
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Coo林業経営に航空機の活用時代來ろOOO
－写眞測量治山治水偵察,山火事消防協力飛行一

航空機使用事業免許第1号青木航空株式会祇

当社は国内資源の開発及び保護に飛行機を活用する企図の下に去る9月9日航空機
使用事業の認可を得戎したので第一着手として，写真測量所とタイアップして，地

図の作成及び土地調査（いわゆる林野，河川，港湾，鉱山，鉄道，ダム，都市計画
等の調査，施工，研究に要する費料とする）を実施致して居クます。尚山火事を始
あ大火の消防に積極的に協力するために技術部に冷いて研究中の処，近く具体化出
来る豫定ですから，費源保護の観点から是非御指導御春願願α上げます。関係諸官
庁からも御声援を頂いて居ウます。この外，廣告宣伝飛行も行って居り戎す。

■

A KK

三二
門

事務所

基地飛行場

木航空株式会牡
東京都千代田区有楽町1丁目3番地露話和田倉(22)873~874
東京都大田区羽田東京国際空港

＝－→世．■一一一＝＝』

林學講座〔全BO余冊]"｡Z撚藷閏繍園…☆伐木運材經誉法
東大助教授'斯界の権威ある大学教授並びに現場研究者によって,林学全般にA5判上製31H

,亘り系統的に講述された最新の内容のもので，新制大学のテキ加藤誠平著定価550円〒50円

…珊姉都…箇峨響…群繍鍵鍵蓬熱森林施業:育
繍譲縛雛j畿瑞融舗鐺〒鵜木炭と加工炭

樹癖木材防腐蝿噌警課雛"騨鴉
嫌宣麓舗鰐鑛繍鴨雛鐺繩鱗鱗蕊麟鶏蕊

禦鶏
蕊太國鶴蝋織朧灘寶欝全割鍔蕊潔鵜繍灘蕊難

Ｉ
…
Ｉ

林業政策§木材腐朽
東京都千代田区神田錦町1の10

三豊 店朝倉東大教授・農博A5判上製120頁

島田錦織箸定価220円〒30円
蝉
職

官
一
癖
州

Eヨ

電話神田
■■■■■■■■■■■■I■■■■■■■

A5判上製100頁
一月刊行予定 振潜口座東京8673

1■一



Ｆ

蝿
幽
奔
誌
秤
対
座
唖
畔
謡
奉
認
郵
便
物
誕
赤
（
毎
月
一
回
十
日
発
行
》

TheRmgyoGijitsu(ForestTeChnics)No.129
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日本林業技術協會ﾉ)新刊書は
毎月此の頁で紹介致し戎す｡。。新刊案内。｡｡
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一 林業技術叢書一

霊響蓄繍潔岡村義男箸

実践砂防講義鍋螺

第12輯
(近刊）

220円
24円

郡
一
丁

(予約募集中・特価200円一詳細23頁参照）
0

鴬'3薪東大敬授･農博中村賢太郎著

造林学入門（植林の手引）鑛哩目
造林に関する参考醤は多いが実行の手引になる入門書は極めて少い。現在造林学の最高権威であ
る博士は多年に亘る研究や調査，見聞からこの度，真に確林の手引」となるよりに本審な特に
本会のために執錐された。これは造林実行上重要な高度の技術をわかり易く解説されたものであ
る。林業技術者は勿論，一般の造林実行家には絶対に見逃せない好伴侶と調うべきであろう。

〔内容〕森林の現状と造林の必要・樹種の性質･造林計画・造林・間伐及び技巧･天然更
新・薪炭林・各論・むすび．附録（はじめて造林する人のために）
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８
１
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１
１
１

価
〒
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〒
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〒

油桐と桐油

魚附林の研究

樹木の形態臘木學第'編）

(既刊)第9輯片山佐叉箸

第10輯飯塚薙著

第1蝿舘脇操著

'

一林業普及シリーズー

No.35永井行夫著 乙いたけ価加0円(会員90円)〒16円

〔内容〕栽培史・シイタケの学名・生活史・形態・栄養価値・生理・性・品種・種菌・原木・栽

培法・栂木の害菌・シイタケの乾燥・シイタケ栽培の経営

（
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林
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だ
ま
改
題
第
三
十
六
量

林業解説シリーズー

キク4ムシの生活

北海道の樹種別蓄積

挿木の技術

一

第48冊村山醸造著

第49冊中島広吉著

第50冊柴田信男箸
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）

本邦原野に開する研究大迫元雄著 価650円〒65円

B5判・上製函入・2n頁・写真108葉（原色判16X)

東京都千代汗|区六番町七
電話（33）7627 課日本林業技術協 振替口庫

東京60448番
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